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論
文
要
旨

　

本
稿
で
は
、
中
古
の
和
文
資
料
で
あ
る
『
篁
物
語
』
の
写
本
の
う
ち
、
よ
り
古

態
を
と
ど
め
て
い
て
、
14
世
紀
半
ば
以
前
の
形
態
を
保
持
す
る
可
能
性
が
あ
る

「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」（
安
部
（2020

））
の
一
写
本
で
あ
る
彰
考
館
本
の
甲
本

を
取
り
上
げ
、
そ
の
最
末
尾
1
文
の
特
徴
、
お
よ
び
、
使
用
仮
名
字
母
の
使
用
開

始
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

結
論
と
し
て
は
、〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
で
は
最
末
尾
1
文
は
、
本
文
部
分

が
成
立
し
た
後
の
別
段
階
（
＊
後
日
、
後
人
、
後
代
、
ま
た
、
同
一
人
物
か
別
人

か
も
含
む
）
に
追
記
さ
れ
た
こ
と
、
甲
本
な
い
し
そ
の
遡
及
す
る
系
統
の
写
本
は
、

字
母
「
新
（
し
）」「
遅
（
ち
）」「
半
（
は
）」「
累
（
る
）」
が
使
用
可
能
に
な
っ

た
、
お
よ
そ
1
、
0 

0 

0
年
前
後
頃
以
降
の
も
の
で
あ
り
。
甲
本
の
上
限
は
10
世

紀
以
前
に
は
溯
ら
な
い
こ
と
、
を
述
べ
た
。
具
体
的
に
検
討
し
た
問
題
点
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　

①
本
文
部
分
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
ち
、
本
文
部
分
成
立
の
の
ち
の
後
補
部
分

と
安
部
（2020

）
に
て
推
定
し
た
最
末
尾
の
1
文
（「
又
あ
ら
じ
か
し
【
新
】
／

か
や
う
に
お
も
ひ
て
文
つ
く
る
ひ
と
は
」）
を
取
り
上
げ
、
ア
、
字
母
「
新
」
の

使
用
、
イ
、
1
文
内
で
の
改
行
個
所
で
の
1
文
字
分
の
余
白
の
問
題

　

②
写
本
中
の
字
母
「
遅
」「
半
」「
累
」
な
ど
の
使
用
頻
度
の
少
な
い
変
体
仮
名

字
母
に
つ
い
て
、
仮
名
史
上
に
お
け
る
使
用
時
期
の
問
題

　

併
せ
て
前
稿
・
安
部
（2020

）
に
て
、
そ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
京
都
大
学

人
文
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
篁
物
語
」
を
影
印
で
発
表
し
た
の
に
引
き
続
き
、

京
都
大
学
人
文
研
究
科
の
許
可
の
も
と
、「
小
野
篁
集
」
の
影
印
（
複
写
）
を
資

料
と
し
て
提
示
す
る
。
当
該
写
本
自
体
は
、
書
陵
部
本
の
写
本
（
孫
本
）
の
位
置

に
あ
る
も
の
で
し
か
な
い
が
、『
篁
物
語
』
の
諸
写
本
研
究
が
、
甲
本
の
仮
名
字

母
レ
ベ
ル
や
そ
の
空
白
・
改
行
箇
所
の
余
白
に
至
る
レ
ベ
ル
ま
で
重
要
な
意
味
を

持
つ
段
階
に
な
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
忠
実
な
写
本
と

推
定
さ
れ
る
京
都
大
学
本
「
小
野
篁
集
」
全
文
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【  『
篁
物
語
』、
仮
名
字
母
、「
新
（
し
）」「
半
（
は
）」「
遅

（
ち
）」「
累
（
る
）」、
京
都
大
学
人
文
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本

「
小
野
篁
集
」
影
印
】
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│
【
附
載
】
京
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大
学
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【
目　

次
】

1　

は
じ
め
に

2　

本
稿
の
目
的
│
│
最
末
尾
文
の
余
白
及
び
唯
一
の
字
母
の
時
代

3　
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
最
末
尾
文
の
特
異
性
と
字
母
「
新
」

　
3
│
1　
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
最
末
尾
文
で
の
余
白
と
字
母

　
3
│
2　

改
行
部
下
部
の
1
文
字
分
余
白

　
3
│
3　

唯
一
の
字
母
「
新
」
の
最
末
尾
文
で
の
使
用

　
3
│
4　

字
母
「
新
」
は
変
字
法
ゆ
え
の
使
用
で
は
な
い

　
3
│
5　

最
末
尾
文
の
特
異
性
と
忠
実
性

4　

仮
名
史
上
に
お
け
る
「
篁
物
語
」
の
変
体
仮
名
字
母
「
新
」「
遅
」「
半
」

「
累
」

　
4
│
1　

甲
本
・
乙
本
共
通
の
使
用
頻
度
1
回
の
字
母
と
仮
名
史

　
4
│
2　

変
体
仮
名
「
新
（
し
）」
の
使
用
時
期

　
4
│
3　

変
体
仮
名
「
遅
（
ち
）」
の
使
用
時
期

　
4
│
4　

変
体
仮
名
「
半
（
は
）」
の
使
用
時
期

　
4
│
5　

変
体
仮
名
「
累
（
る
）」
の
使
用
時
期

　
4
│
6　

字
母
「
新
」「
遅
」「
半
」「
累
」
の
使
用
時
期
の
上
限

5　

甲
本
の
書
写
態
度

6　

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」（【
資
料
篇　

Ⅱ
】）

7　

お
わ
り
に
│
│
「
篁
物
語
」
の
字
母
研
究
の
課
題

1　

は
じ
め
に

　

古
典
の
資
料
で
は
、
写
本
の
仮
名
表
記
や
そ
の
字
母
も
、
そ
の
資
料
の
特
徴

を
解
明
す
る
た
め
の
貴
重
な
研
究
対
象
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本

稿
で
は
、『
篁
物
語
』
の
彰
考
館
本
「
甲
本
」
の
仮
名
字
母
を
取
り
上
げ
、
末

尾
部
分
で
の
「
し
」
の
字
母
「
新
」
の
特
異
性
と
、
写
本
中
、
孤
例
と
な
る
変

体
仮
名
字
母
「
遅
（
ち
）」「
半
（
は
）」「
累
（
る
）」
の
使
用
開
始
時
期
を
調

査
し
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
『
篁
物
語
』
は
、
平
安
時
代
中
期
の
短
編
で
あ
る
が
、
文
学
史
上
の
位
置
に

お
い
て
も
、
ま
た
、
日
本
語
史
上
の
そ
の
日
本
語
の
使
用
に
つ
い
て
も
、
さ
ら

に
『
源
氏
物
語
』
へ
の
影
響
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
改
め
て
そ
の
評
価
を
見

直
す
べ
き
文
芸
作
品
で
あ
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る

（【
注
1
】）。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
『
篁
物
語
』
に
お
け
る
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞

（
安
部
（2020

）
で
の
分
類
名
、
彰
考
館
甲
本
・
彰
考
館
乙
本
・
京
都
大
学
文

学
研
究
科
図
書
館
本
が
該
当
）
の
写
本
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
し
て
、
1
回
使
用
さ

れ
て
い
る
変
体
仮
名
の
字
母
4
種
類
│
│
字
母
「
新
」
に
よ
る
仮
名
「
し
」、

お
よ
び
、
字
母
「
半
」
に
よ
る
仮
名
「
は
」、
同
じ
く
、
字
母
「
遅
（
ち
）」

「
累
（
る
）」
│
│
の
使
用
時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
甲
本
と
い
う
写

本
の
性
格
お
よ
び
そ
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
こ
れ

ま
で
の
『
篁
物
語
』
研
究
に
お
い
て
、
字
母
の
比
較
は
、
平
林
文
雄
（2001

）
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で
諸
本
の
本
文
の
字
母
一
覧
等
は
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
上
は
、
本

文
解
釈
上
の
言
及
程
度
に
留
ま
る
。
諸
写
本
の
年
代
比
較
の
た
め
に
特
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
併
せ
て
、『
篁
物
語
』
の
研
究
が
、
写
本
の
文
字
間
の
空
白
、
改
行

部
分
下
の
余
白
、
字
母
レ
ベ
ル
に
も
及
ん
で
き
た
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
未

公
開
で
あ
っ
た
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」
に
つ
い

て
も
、
同
研
究
科
の
ご
許
可
の
も
と
、
そ
の
全
文
を
影
印
（
複
写
）
に
て
提
示

し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

2　

本
稿
の
目
的
│
│
最
末
尾
文
の
余
白
及
び
唯
一
の
字
母
の
時
代

　
『
篁
物
語
』
の
諸
写
本
の
中
に
、
最
後
の
1
文
の
直
前
に
2
文
字
分
相
当
の

空
白
が
あ
る
写
本
が
あ
る
。
安
部
（2020

）（
以
下
、
前
稿
と
も
記
す
）
で
は
、

そ
れ
ら
を
、〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
と
仮
称
し
た
。
該
当
す
る
写
本
は
、
彰

考
館
甲
本
・
彰
考
館
乙
本
・
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
（
以
下
、

京
都
大
学
本
と
記
す
）
で
あ
る
。

　

当
該
部
分
の
写
真
を
、【
図
1
】
と
し
て
、
京
都
大
学
本
で
示
し
て
お
く
。

（
甲
本
は
、
著
作
権
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
そ
の
極
め
て
忠
実
な
孫
本
に
当
た

り
、
前
稿
・
安
部
（2020

）
で
掲
載
し
た
京
都
大
学
本
に
て
示
す
。
以
下
で
も

前
稿
に
よ
る
京
都
大
学
本
の
コ
ピ
ー
で
甲
本
の
状
態
を
代
用
的
に
示
す
。）

図
1　

京
都
大
学
本
「
篁
物
語
」

　
　
　

末
尾
部
分
（
安
部
（2020

））

【
翻
字
】（
下
記
の
傍
線
箇
所
が
最
末
尾
の
1
文
。
翻
字
で
は
末
尾
の
改
行
位
置

に
合
わ
せ
て
表
示
し
て
み
た
。
□
は
余
白
。）

　
（
1
行
目
）　
　
　

と
る
大
じ
も
あ
ら
む
や
た
ゝ

　
　
　
　
　
【
採
る
大
臣
も
あ
ら
む
や
。
た
だ
】

　
（
2
行
目
）
こ
こ
ろ
か
た
ち
さ
い
お
と
り
給
な
る

　
　
　
　
　
【
心
形
・
才
を
取
り
給
う
な
る
】

　
（
3
行
目
）　
　
　

へ
し
□
□
又
あ
ら
し
か
し
□

　
　
　
　
　
【
べ
し
。
□
□
ま
た
、
あ
ら
じ
か
し
﹇
新
﹈、
□
】

　
（
4
行
目
）
か
や
う
に
お
も
ひ
て
文
つ
く
る
人
は

　
　
　
　
　
【
か
様
に
思
い
て
、
文
作
る
人
は
。】

注 　
3
写
本
と
も
、
最
末
尾
の
1
文
の
直
前
の
2
文
字
分
の
空
白
以
降
は
各

字
母
も
改
行
位
置
も
ま
っ
た
く
同
じ
。
甲
本
と
京
都
大
学
本
と
は
書
体
ま

で
ほ
ぼ
同
一
。
乙
本
は
、
最
末
尾
文
の
前
の
部
分
で
の
改
行
位
置
が
他
の

2
本
と
は
異
な
る
も
の
の
、
3
行
目
の
2
つ
目
の
「
し
」
の
字
母
「
新
」

で
の
改
行
と
、
そ
の
直
下
に
1
文
字
分
の
余
白
が
あ
る
点
は
、
甲
本
・
京

都
大
学
本
と
同
じ
で
あ
る
。
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そ
れ
ら
の
写
本
で
は
書
名
は
「
篁
物
語
」
と
あ
る
。
一
方
、
そ
の
空
白
が
な

い
写
本
（〝
末
尾
無
空
白
系
統
本
〞）
に
お
け
る
書
名
は
い
ず
れ
も
「
小
野
篁

集
」
と
い
う
書
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
相
違
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ

の
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
「
篁
物
語
」、
特
に
そ
の
中
で
も
写
本
と
し
て

優
位
と
推
定
さ
れ
る
（
後
述
）
彰
考
館
甲
本
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

　

さ
て
、
挙
げ
た
変
体
仮
名
の
う
ち
、「
し
（
新
）」
は
、
最
末
尾
の
1
文
に
現

れ
て
い
る
。
そ
の
最
末
尾
の
1
文
（
以
下
、
最
末
尾
文
と
略
す
）
は
、
安
部

（2020

）
で
の
考
察
に
お
い
て
、
最
末
尾
文
よ
り
前
の
本
文
部
分
が
成
立
し
た

後
の
別
段
階
＊
│
│
（
＊
後
日
、
後
人
、
後
代
、
ま
た
、
同
一
人
物
か
別
人
か

も
含
む
）
│
│
に
追
記
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
の
最
後
の
1
文
内
に
だ
け
、

た
だ
一
度
だ
け
現
れ
て
い
る
仮
名
で
あ
る
。「
新
」
は
、
草
仮
名
と
し
て
で
は

な
く
平
仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
時
期
は
、
比
較
的
遅
い
こ
と
が

仮
名
史
の
研
究
か
ら
は
わ
か
っ
て
い
る
。

　

音
節
「
し
」
は
、『
篁
物
語
』
で
は
仮
名
表
記
で
2 

4 

0
回
以
上
も
現
れ
て

い
る
が
、
字
母
「
新
」
は
最
末
尾
文
の
み
に
現
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
最
末
尾

文
の
特
異
性
（
拙
論
で
の
〝
後
日
補
記
〞
説
）
を
裏
付
け
る
特
徴
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
同
じ
『
篁
物
語
』
で
も
、
書
陵
部
本
（
書
名
は
「
小
野
篁
集
」）

で
は
、
こ
の
字
母
「
新
」
は
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
字
母
「
半
（
は
）」「
遅
（
ち
）」「
累
（
る
）」
も
、〝
末
尾
有
空
白
系

統
本
〞
で
は
、
一
度
だ
け
使
わ
れ
て
い
る
（「
累
」
の
み
乙
本
で
2
回
、
後
述
）。

こ
れ
ら
の
字
母
の
仮
名
と
し
て
の
使
用
も
、
比
較
的
遅
い
こ
と
が
仮
名
史
の
諸

研
究
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
の
3
字
母
は
、
甲
本
で
は
使
用
頻
度
は
共
に
1
回

で
あ
り
、
そ
の
使
用
箇
所
は
乙
本
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
甲
本
・
乙
本

の
優
劣
や
書
写
関
係
は
現
時
点
で
は
結
論
が
出
て
い
な
い
も
の
の
、
甲
本
・
乙

本
で
共
通
し
て
保
持
さ
れ
て
き
た
仮
名
字
母
で
、
こ
れ
ら
の
底
本
に
も
遡
及
し

得
る
可
能
性
が
あ
る
字
母
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
変
体
仮
名
で
あ
る
。（
さ
ら

に
「
羅
（
ら
）」
が
甲
本
・
乙
本
共
通
箇
所
で
2
回
ず
つ
使
わ
れ
て
い
る
。【
注

5
】
も
参
照
。）

　

こ
れ
ら
「
し
（
新
）」「
は
（
半
）」「
ち
（
遅
）」「
る
（
累
）」（「
ら
（
羅
）

も
」）
は
、
こ
れ
ら
の
仮
名
字
母
が
使
用
さ
れ
は
じ
め
る
時
期
と
照
合
す
る
こ

と
で
、〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞「
篁
物
語
」（
彰
考
館
甲
本
・
同
乙
本
・
京
都

大
学
本
）
の
書
写
年
代
の
上
限
の
推
定
を
可
能
に
す
る
材
料
と
な
る
、
と
考
え

ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
〝
末
尾
有
空
白
系
統
〞
の
「
篁
物
語
」（
上
記
3
写
本
）

は
、
中
世
中
期
以
前
の
段
階
の
『
篁
物
語
』
の
、
よ
り
古
い
形
態
を
留
め
て
い

る
蓋
然
性
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
を
安
部
（2020

）
に
て
考
察
し
た
。
そ
の
よ

う
な
、
よ
り
古
い
形
態
を
留
め
得
て
い
る
写
本
群
（
3
写
本
）
に
あ
っ
て
、
共

通
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
仮
名
字
母
の
使
用
と
そ
の
使
用
回
数
の
少
な

さ
は
（
1
回
の
み
。
た
だ
し
、「
羅
」
は
2
回
使
用
）、
極
め
て
忠
実
に
踏
襲
さ

れ
て
き
た
（
他
の
部
分
で
の
校
異
が
あ
り
な
が
ら
も
）
重
要
な
共
通
性
で
あ
る

と
考
え
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ら
の
仮
名
字
母
の
出
現
時
期
に
は
、

一
定
の
時
代
的
制
限
（
上
限
）
が
あ
る
ゆ
え
、
本
稿
で
は
、
そ
の
観
点
か
ら
考

察
を
加
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

取
り
上
げ
る
の
は
、「
篁
物
語
」
の
上
記
写
本
の
な
か
で
も
、
そ
の
資
料
と
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し
て
の
優
位
性
が
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
甲
本
で
あ
る
。
甲
本
は
、

京
都
大
学
本
の
底
本
の
親
本
に
当
た
り
（
京
都
大
学
本
の
奧
書
に
記
載
あ
り
。

安
部
（2020

）
参
照
）、
乙
本
は
甲
本
を
書
写
し
た
も
の
か
と
の
見
方
も
さ
れ

て
い
る
（『
篁
物
語
新
講
』）
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、
念
の
た
め
解
説
を
少
し
加
え
て
お
け
ば
、『
篁
物
語
』
に
は
、
2
種

類
の
写
本
系
統
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
（
安
部
（2020

））。
最
末
尾
文
（
1

文
）
の
直
前
に
二
文
字
分
の
空
白
の
あ
る
「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」（
彰
考
館

甲
本
と
同
乙
本
、
京
都
大
学
本
＝
写
本
の
書
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
篁
物
語
」）
と
、

そ
の
空
白
の
な
い
「
末
尾
無
空
白
系
統
本
」（
承
空
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
＝

写
本
の
書
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
小
野
篁
集
」）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
け
る
最
末

尾
文
直
前
で
の
空
白
の
有
無
の
相
違
の
考
察
か
ら
は
、「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」

の
方
が
、
よ
り
古
い
本
文
形
態
を
留
め
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
末
尾
無
空
白
系
統
本
」
で
あ
る
書
陵
部
本
に
は
、「
新
」「
半
」

「
遅
」「
羅
」
の
4
字
母
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。「
新
」「
半
」「
遅
」「
羅
」
は
、

平
安
期
資
料
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
、
使
用
頻
度
の
小
さ
い
仮
名
で
あ
る
。

末
尾
無
空
白
系
統
本
で
は
、
こ
れ
ら
「
新
」「
半
」「
遅
」「
羅
」
の
使
用
は
一

度
も
な
く
、
当
該
箇
所
そ
れ
ぞ
れ
で
も
、
使
用
頻
度
の
多
い
通
常
の
仮
名

（「
し
（
之
）」「
は
（
八
）」「
ち
（
知
）」「
ら
（
良
）」
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
点
に
も
、「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」
と
「
末
尾
無
空
白
系
統
本
」

の
、
よ
り
古
い
形
態
を
留
め
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
差
異
が
投
影
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
作
品
名
と
し
て
の
総
称
と
し
て
は
二
重
カ
ッ
コ
『
篁
物

語
』
で
表
記
し
、
京
都
大
学
本
や
彰
考
館
本
な
ど
の
写
本
の
書
名
と
し
て
は
一

重
カ
ッ
コ
で
の
「
篁
物
語
」
と
表
記
し
て
区
別
す
る
。
後
者
に
合
わ
せ
、
承
空

本
・
書
陵
部
本
の
書
名
で
あ
る
「
小
野
篁
集
」
も
一
重
カ
ッ
コ
に
て
表
記
す
る
。

3　
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
最
末
尾
文
の
特
異
性
と
字
母
「
新
」

3
│
1　
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
最
末
尾
文
で
の
余
白
と
字
母

　
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〞
の
写
本
の
最
末
尾
文
を
改
め
て
検
討
す
る
と
、
前

稿
・
安
部
（2020

）
で
指
摘
し
た
点
（
最
末
尾
文
直
前
の
2
文
字
空
白
）
の
ほ

か
に
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
さ
ら
に
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
系
統
の
3
写

本
（
彰
考
館
甲
本
・
同
乙
本
・
京
都
大
学
本
）
に
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。

○
末
尾
有
空
白
系
統
本
3
本
（（
彰
考
館
甲
本
・
同
乙
本
・
京
都
大
学
本
））

の
最
末
尾
の
1
文
の
特
徴

ア  　

最
末
尾
文
の
直
前
に
2
文
字
分
の
空
白
が
あ
る
。（
前
稿
・
安
部

（2020

）
で
の
指
摘
）

イ  　

最
末
尾
の
1
文
の
改
行
位
置
が
他
と
異
な
り
、
行
末
に
1
文
字
分
の

予
白
を
残
し
て
改
行
さ
れ
て
い
る
。【
注
2
】

ウ  　

最
末
尾
の
1
文
の
2
つ
目
の
「
し
」
の
変
体
仮
名
の
字
母
「
新
」
は
、

写
本
中
唯
一
の
「
新
」
の
使
用
で
あ
る
。（
甲
本
で
は
、「
し
」
の
仮
名

合
計
2 

4 

4
例
中
、「
之
」
2 

3 

9
例
、「
志
」
4
例
、「
新
」
1
例
、

【
表
1
】
参
照
）
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エ  　

最
末
尾
文
の
「
あ
ら
之
か
新
」（
あ
ら
じ
か
し
）
は
、「
し
□
し
」
で

の
変
字
法
の
可
能
性
も
疑
え
る
が
、
他
の
「
し
」
の
連
続
な
い
し
複
数

使
用
事
例
（
同
一
行
内
複
数
箇
所
＊
）
で
は
す
べ
て
「
之
」「
志
」
で

対
応
し
て
い
る
（
変
字
法
で
は
な
い
）。（
＊
例
え
ば
「
し
し
」
あ
る
い

は
「
し
□
し
」
や
「
し
〜
し
」
い
ず
れ
か
の
連
続
個
所
）
は
、
す
べ
て
、

「
之
之
」「
之
□
之
」「
志
□
之
」
と
し
て
「
之
」「
志
」
が
使
用
可
能
で

あ
る
。
即
ち
、「
新
」
以
外

4

4

で
の
変
字
が
本
文
部
分
の
基
本
方
法
ゆ
え
、

変
字
法
と
し
て
敢
え
て
「
新
」
が
選
択
さ
れ
た
と
は
み
な
し
が
た
い
。

な
お
「
志
」
の
字
母
は
、
4
例
共
す
べ
て
自
立
語
語
頭
字
母
と
し
て
統

一
的
に
使
用
さ
れ
て
い
て
規
則
的
使
用
で
あ
る
。）

　

ア
の
点
は
安
部
（2020

）
に
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
イ
・

ウ
・
エ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

3
│
2　

改
行
部
下
部
の
1
文
字
分
余
白

　

ま
ず
、
イ
の
「
最
末
尾
の
1
文
の
改
行
位
置
が
他
と
異
な
り
、
行
末
に
1
文

字
分
の
予
白
を
残
し
て
改
行
さ
れ
て
い
る
」
点
を
説
明
す
る
。

　

甲
本
の
各
丁
の
各
行
の
最
下
部
で
の
仮
名
文
字
は
、
そ
の
書
体
の
下
端
の
位

置
を
揃
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
改
行
位
置
は
意
識
的
に
文
字
の
下
端
を

そ
ろ
え
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
甲
本
で
の
状
況
は
、
平
林
（2007

、
改
訂
増
補

版
）
の
影
印
で
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
掲
載
上
、
著
作
権
の
関
係
も
あ
る
の
で
、

本
稿
で
は
そ
の
甲
本
の
忠
実
な
写
本
で
あ
る
京
都
大
学
本
「
篁
物
語
」
の
数
丁

を
、
参
考
に
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
【
本
稿
末
尾
の
資
料
Ⅰ
│
4
参
照
】。

京
都
大
学
本
は
、
改
行
位
置
、
文
字
配
置
、
文
字
の
大
き
さ
に
至
る
ま
で
、
甲

本
に
極
め
て
忠
実
な
書
写
本
で
あ
る
（
安
部
（2020

））
京
都
大
学
本
「
篁
物

語
」
を
数
丁
参
考
ま
で
示
す
。

　

さ
て
、
甲
本
で
は
、
和
歌
の
直
前
に
あ
る
行
の
場
合
の
み
そ
の
下
部
に
余
白

が
生
じ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
で
は
、
せ
い
ぜ
い
わ
ず
か
な
凸
凹
が
認
め

ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
行
毎
の
下
端
は
、
単
な
る
改
行
位
置
に
留
ま
ら
ず
、
行

の
末
尾
で
の
数
文
字
の
字
配
り
、
文
字
の
配
置
、
文
字
の
大
き
さ
、
時
に
直
前

の
文
字
と
の
微
妙
な
横
並
び
（
多
少
横
に
ず
ら
し
て
並
べ
た
よ
う
に
も
書
写
す

る
）
に
至
る
ま
で
、
意
識
的
に
各
行
下
端
が
そ
ろ
う
よ
う
に
筆
記
さ
れ
て
い
る

状
態
が
確
認
で
き
る
。
1
文
字
分
の
余
白
す
ら
な
い
よ
う
な
字
配
り
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
て
、
最
末
尾
文
の
改
行
位
置
の
下
部
に
あ
る
1
文
字

分
の
余
白
分
は
、
そ
れ
以
前
の
本
文
筆
写
姿
勢
（
筆
記
方
針
）
と
は
、
明
ら
か

に
異
な
っ
て
い
る
と
見
な
せ
よ
う
。

3
│
3　

唯
一
の
字
母
「
新
」
の
最
末
尾
文
で
の
使
用

　

次
に
「
ウ　

最
末
尾
の
1
文
の
2
つ
目
の
「
し
」
の
変
体
仮
名
の
字
母

「
新
」
は
、
写
本
中
唯
一
の
「
新
」
の
使
用
で
あ
る
」
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

【
図
1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
最
末
尾
文
に
は
次
の
よ
う
に
字
母
「
新
」
が
1

文
字
現
れ
て
い
る
。

　

●
□
□
又
あ
ら
し
か
新
□
／
か
や
う
に
お
も
ひ
て
文
つ
く
る
人
は
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こ
の
「
新
」
に
よ
る
「
し
」
は
末
尾
有
空
白
本
で
は
、
こ
こ
1
回
だ
け
の
使
用

で
あ
る
。
甲
本
に
お
け
る
仮
名
「
し
」
は
、
合
計
2 

4 

4
例
あ
る
が
（
平
林

（2001
）
に
よ
る
）、
そ
の
う
ち
「
之
」
2 

3 

9
例
、「
志
」
4
例
、「
新
」
1
例

で
、
ほ
と
ん
ど
が
字
母
「
之
」
で
あ
る
（【
表
1
】
参
照
）。
字
母
「
志
」
4
例

の
使
用
個
所
は
、
後
で
具
体
例
を
挙
げ
る
が
、
4
例
す
べ
て
「
自
立
語
の
語

頭
」
に
て
統
一
的
に
使
用
さ
れ
、
規
則
的
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
字
母
「
新
」
表

記
は
唯
一
で
、
特
異
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

3
│
4　

字
母
「
新
」
は
変
字
法
ゆ
え
の
使
用
で
は
な
い

　

最
後
に
エ
の
「「
し
□
し
」
で
の
変
字
法
の
可
能
性
も
疑
え
る
が
、
〜
変
字

法
で
は
な
い
」
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

当
該
箇
所
は
「
し
□
し
」
の
連
続
に
な
る
の
で
変
字
法
と
し
て
敢
え
て

「
新
」
が
選
ば
れ
た
可
能
性
も
疑
え
る
。
そ
こ
で
、
仮
名
の
「
し
」
に
つ
い
て
、

同
一
行
内
複
数
使
用
箇
所
を
す
べ
て
確
認
し
て
み
た
（
後
掲
の
【
表
2
】
参

照
）。
調
査
対
象
は
、
1
行
内
で
、
例
え
ば
「
し
し
」
あ
る
い
は
「
し
□
し
」

や
「
し
〜
し
」
と
な
る
連
続
個
所
で
あ
る
。
該
当
箇
所
は
す
べ
て
、「
之
之
」

「
之
□
之
」「
志
□
之
」
と
し
て
「
之
」「
志
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
志
」
の
字
母
は
、
4
例
共
す
べ
て
自
立
語
語
頭
字
母
と
し
て
統
一
的
に
使

用
さ
れ
て
い
て
規
則
的
使
用
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
志
」
は
変
字
の
た
め
に

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
語
頭
」
表
記
の
働
き
の
方
を
優
先

し
て
使
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、「
し
」
が
複
数
連
続
・

断
続
し
て
も
「
之
」「
志
」
が
使
用
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
之
」
の
み
で
す

ま
せ
て
い
る
と
さ
え
言
え
よ
う
。
変
字
法
で
「
新
」
が
選
択
さ
れ
た
と
は
み
な

し
が
た
い
。

3
│
5　

最
末
尾
文
の
特
異
性
と
忠
実
性

　

上
記
3
│
3
〜
5
の
よ
う
に
、
安
部
（2020

）
で
指
摘
し
た
ア
の
点
以
外
に

も
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
も
つ
こ
と
は
、
こ
の
最
末
尾
の
1
文
が
、
そ
こ
よ
り
前

の
本
文
部
分
と
は
明
ら
か
に
異
質
の
記
述
方
法
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
こ
の
最
末
尾
文
は
、
本
文
書
写
と
は
異
な
る
別
の
過
程
に
お
け
る

補
筆
部
分
で
あ
る
こ
と
が
、
前
稿
よ
り
も
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
ウ
・
エ
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
最
末
尾
の
1
文
に
は
、
変
体
仮

名
の
字
母
の
使
用
に
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
「
新
」
は
、
仮
名
史
に
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、
平
安
時
代
で
も
や
や
後
代
に
使
わ
れ
始
め
る
字
母
で
あ
る
。

「
新
」
の
使
用
時
期
を
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
せ
て
、
そ
の
よ

う
な
や
や
新
し
い
、
使
用
が
稀
な
「
新
」
の
字
母
を
も
つ
こ
の
伝
本
は
、
他
の

本
文
箇
所
に
お
け
る
字
母
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
検
討
し
て
み
る
余
地
が
あ
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
4
章
で
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
前
の
2
│
1
節
の
よ
う
に
、
空
白
・
改
行
位
置
（
余
白
）・
字
母

「
新
」
の
唯
一
使
用
と
い
う
、
最
末
尾
文
の
特
異
性
が
、
3
つ
の
写
本
で
保
持

さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
特
徴
が
、
14
世
紀
後
半
書
写
で
あ
る
承

空
本
系
の
写
本
と
は
異
な
る
、
よ
り
古
い
形
態
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
ら
「
末
尾
有
空
白
系
統
本
」
は
、
単
に
、
14
世
紀
中
期
以

前
に
溯
る
『
篁
物
語
』
の
古
い
形
態
で
あ
る
（
安
部
（2020

））
と
い
う
だ
け
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で
な
く
、
特
に
甲
本
・
乙
本
の
底
本
に
お
け
る
形
態
を
よ
り
忠
実
に
書
写
継
承

し
よ
う
と
し
た
意
識
が
強
い
書
写
者
に
よ
る
写
本
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
（
京
都
大
学
本
は
、
甲
本
を
底
本
に
し
た
写
本
を
臨
摸
し
た

写
本
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
）。
即
ち
、
そ
れ
は
、
最
末
尾
文
だ
け
で

な
く
、
写
本
全
体
に
お
い
て
、
原
本
に
よ
り
近
い
段
階
の
本
（
写
本
）
の
形
態

を
比
較
的
よ
く
留
め
て
い
る
写
本
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
み
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。（
さ
ら
に
、
そ
の
本
文
異
同
や
字
母
の
相
違
か
ら
は
、
甲
本

の
方
が
乙
本
よ
り
も
、
よ
り
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。）

　

そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
最
末
尾
文
だ
け
で
な
く
、
そ
の
前
の
本
文
部
分
に

お
け
る
字
母
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、「
有
空
白
系
統
本
」（
特
に

甲
本
）
の
特
徴
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
有
効
な
一
視
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
字
母
「
新
」
お
よ
び
仮
名
「
し
」
の
使
用
状
況
、
字
母

「
半
」「
遅
」「
累
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

4　
仮
名
史
上
に
お
け
る
「
篁
物
語
」
の
変
体
仮
名
字
母
「
新
」「
半
」「
遅
」「
累
」

4
│
1　

甲
本
・
乙
本
共
通
の
使
用
頻
度
1
の
字
母
と
仮
名
史

　
『
篁
物
語
』
の
有
空
白
系
統
本
で
は
、
使
用
頻
度
が
比
較
的
少
な
い
仮
名
字

母
が
い
く
つ
か
使
用
さ
れ
て
い
る
（【
表
1
】
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の

中
か
ら
、
甲
本
・
乙
本
両
方
に
て
共
通
す
る
箇
所
で
1
度
使
用
さ
れ
て
い
る
字

母
「
新
」「
半
」「
遅
」「
累
」
を
取
り
上
げ
る
（【
表
1
】
の
太
枠
部
参
照
、

「
遅
」
の
み
乙
本
に
て
は
2
度
使
用
さ
れ
る
）。
特
に
、
そ
の
仮
名
史
上
に
お
け

る
使
用
時
期
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
た
。
甲
本
と
乙
本
と
は
、
字
母
の
使
用

に
相
応
の
相
違
が
あ
る
が
（
後
掲
の
【
表
1
】
参
照
）、
最
末
尾
文
中
で
は
す

べ
て
全
く
一
致
し
、
か
つ
、
使
用
頻
度
1
回
の
こ
れ
ら
4
文
字
で
は
一
致
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
ら
4
文
字
に
つ
い
て
は
、
甲
本
・
乙
本
の
底
本
で
の
表
記
を

踏
襲
し
て
い
る
な
ど
、
そ
の
重
要
性
が
高
い
字
母
と
み
る
こ
と
と
も
で
き
る

（
な
お
、
甲
本
の
み
に
絞
る
と
、
使
用
頻
度
が
1
、
2
回
と
少
な
い
字
母
は
他

に
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
る
こ
と
に
し
た
い
。）

　

変
体
仮
名
字
母
の
使
用
時
期
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
仮
名
史
の
使
用
に
関

す
る
研
究
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
、
以
下
の
仮
名
史
研
究
を
参
照
す
る
こ
と
と

し
た
。
そ
こ
で
は
、
字
母
ご
と
に
使
用
さ
れ
た
資
料
が
影
印
で
の
書
体
も
含
め

て
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
、
音
節
ご
と
の
仮
名
使
用
年
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

な
お
、
下
記
の
内
、
池
田
亀
鑑
（1941

）、
加
瀬
藤
圃
（1970

）、
長
谷
川
千

秋
（2018

）
か
ら
利
用
し
た
図
表
の
詳
細
に
つ
い
て
は
【
注
3
】
に
一
覧
に
し

て
あ
る
。

　
〔
仮
名
字
母
参
考
文
献
〕

○
池
田
亀
鑑
（1941

）『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』「
図
表
第
一　

古
代
平
仮
名
字
体
一
覧
表
」「
図
表
第
二　

土
佐
日
記
諸
本
平
仮
名
字
体

統
計
表
」（1990

第
二
刷
使
用
）【
注
3
参
照
】

○
矢
田
勉
（2012

）『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
（
第
二
章

第
三
編
本
文
と
「
平
仮
名
頻
用
字
体
変
遷
表
」
ほ
か
）

○
矢
田
勉
（2018

）「
平
仮
名
字
体
表
」『
日
本
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂
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○
長
谷
川
千
秋
（2018

）「
使
用
字
母
か
ら
み
た
『
秋
萩
帖
』
の
か
な
」『
秋

萩
帖
の
総
合
的
研
究
』
勉
誠
社
（「
別
表
1
「
秋
萩
帖
」
と
九
、
十
世
紀

の
仮
名
資
料
の
字
母
」、「
別
表
2　
「
秋
萩
帖
」
と
草
仮
名
資
料
の
字

母
」）

　
〔
仮
名
字
典
類
〕

◇
加
瀬
藤
圃
（1970
）『
古
筆
か
な
字
典
』
三
省
堂
│
│
本
稿
略
称
『
古
筆
』

（
仮
名
一
覧
表
の
う
ち
特
に
付
表
3
、
4
、
5
、
6
を
利
用
【
詳
細
は
注

3
参
照
】）

◇
筒
井
茂
徳
（1981

）『
日
本
書
道
大
字
典　

か
な
名
跡
大
字
典
』
角
川
書

店
│
│
本
稿
略
称
『
名
跡
』

◇
井
茂
圭
洞
（1991

）『
二
玄
社　

か
な
字
典
』
二
玄
社
│
│
本
稿
略
称

『
か
な
』

◇
木
村
東
陽
（2006

）『
日
本
名
筆
字
典
』
天
来
書
院
│
│
本
稿
略
称
『
名

筆
』

　

な
お
、『
篁
物
語
』
の
甲
本
・
乙
本
お
よ
び
書
陵
部
本
「
小
野
篁
集
」
で
の

字
母
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
は
、
平
林
文
雄
・
財
団
法
人
水
府
明
徳
会
編
著

（2001

）
に
「
八
、
三
本
使
用
の
仮
名
字
母
別
数
量
一
覧
表
」（
3 

1 

9
頁
）
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
そ
れ
を
参
照
し
た
（【
表
1
】）。

4
│
2　

変
体
仮
名
「
新
（
し
）」
の
使
用
時
期

　

末
尾
有
空
白
系
統
本
の
最
末
尾
文
内
に
「
新
」
が
1
回
使
用
さ
れ
て
い
る
。

3
│
3
で
示
し
た
第
Ⅱ
部
第
八
章
二
十
三
段
「「
回
顧
」
＝
学
生
評
と
新
旧
の

時
世
対
比
＝
第
Ⅱ
部
の
終
段
」
の
最
末
尾
文
で
あ
る
。

●
二
十
三
段
「
回
顧
」
│
│
「
□
□
又
あ
ら
し
か
し
【
新
】
□
」
／
□
□
か

や
う
に
お
も
ひ
て
文
つ
く
る
人
は
」

　
「
新
」
に
つ
い
て
は
、
4
│
1
に
挙
げ
た
仮
名
字
母
参
考
文
献
で
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
仮
名
字
母
で
参
考
に
し
た
字
典
類
の
名
称
は
、
上
記
の

文
献
一
覧
に
記
載
し
た
略
称
に
て
記
載
す
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
仮
名
資
料
名
が
多
い
場
合
に
は
、
年
代
が
比
較
的
新
し
く
な
る
も

の
に
つ
い
て
は
「
〜
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

○
池
田
亀
鑑
（1941

）
＝
図
表
第
一
で
「
秋
萩
帖
」「
賀
歌
切
」
に
あ
る
。
図

表
第
二
の
諸
本
に
は
な
し
。

○
矢
田
勉
（2012

）
＝
「
新
」
の
記
載
な
し
。

○
矢
田
勉
（2018

）
＝
「
新
」
の
記
載
な
し
。

○
長
谷
川
千
秋
（2018

）
＝
別
表
1
に
「
秋
萩
帖
」
8
例
と
あ
る
が
、
他
の
資

料
で
は
な
し
。
別
表
2
で
は
「
綾
地
切
」
2
例
、「
巻
子
本
古
今
集
」
に
3

例
あ
る
。

○
『
古
筆
』
＝
仮
名
一
覧
で
は
「
賀
歌
切
（
佐
理
）」「
曼
殊
院
本
古
今
集
（
行

成
）」「
大
色
紙
（
公
任
）」「
香
紙
切
（
小
大
君
）」「
古
今
集
序
」「
巻
子
本

古
今
集
切
」
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
付
表
3
「
高
野
切
（
一
種
）
字
母

頻
度
表
」
に
は
な
く
、
付
表
4
「
定
家
書
写
本
土
佐
日
記
字
母
頻
度
表
」
で

1
例
、
付
表
5
「
十
世
紀
に
お
け
る
女
手
の
書
体
表
」
に
は
な
く
、
付
表
6
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表1　『篁物語』「三本使用の仮名字母別数量一覧表」（平林文雄・財団法人水府明徳会編著（2001）より）
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「
三
蹟
の
草
の
手
と
中
国
古
代
の
草
書
の
対
照
表
」
に
は
道
風
8
例
（
秋
萩

帖
）、
佐
理
2
例
（
賀
歌
切
・
下
絵
萬
葉
集
切
）、
行
成
（
雲
紙
本
和
漢
朗
詠

集
）
1
例
と
あ
る
。

○
『
名
跡
』
＝
仮
名
一
覧
に
は
「
秋
萩
帖
」「
綾
地
歌
切
」「
雲
紙
朗
詠
」「
関

戸
朗
詠
」「
元
暦
萬
葉
巻
六
・
巻
二
十
」「
曼
殊
古
今
」「
和
泉
式
部
続
集
下

巻
切
」「
香
紙
切
」
以
下
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
『
か
な
』
＝
万
葉
が
な
／
草
か
な
／
消
息
と
し
て
「
秋
萩
帖
」「
綾
地
切
」

が
挙
げ
ら
れ
、
関
戸
系
と
し
て
「
曼
殊
院
本
古
今
集
」「
和
泉
式
部
続
集
切
」

「
香
紙
切
」、
藤
原
定
実
と
し
て
「
元
永
本
古
今
集
」「
巻
子
本
古
今
集
」「
筋

切
・
通
切
古
今
集
」、
藤
原
伊
房
／
定
信
と
し
て
「
堺
切
」、
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

○
『
名
筆
』
＝
「
雲
紙
朗
詠
」「
曼
殊
院
古
今
」「
元
永
本
古
今
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
「
新
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
草
仮
名
の
事
例
を
除
外
す
る
と
、

古
い
も
の
で
は
、「
雲
紙
本
朗
詠
集
」「
曼
殊
院
本
古
今
集
（
行
成
）」
な
ど
伝

で
は
あ
る
が
藤
原
行
成
の
使
用
が
確
認
で
き
る
の
で
、
行
成
（
9 

7 

2
〜

1 

0 

2 

8
年
）
の
頃
前
後
以
降
で
の
使
用
と
見
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
1 

0 

0 

0

年
前
後
以
降
で
の
変
体
仮
名
と
推
定
さ
れ
よ
う
か
。

4
│
3　

変
体
仮
名
「
遅
（
ち
）」
の
使
用
時
期

　
「
ち
」
の
字
母
「
遅
」
の
仮
名
が
、
末
尾
有
空
白
系
本
で
は
一
度
だ
け
、
第

Ⅰ
部
第
二
章
八
段
に
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
八
段
「
兵
衛
佐
の
消
息
と
篁
の
妨
害
」
│
「
ま
た
、
こ
れ
を
れ
い
の
童
、

も
て
来
た
り
。
兄
（
せ
う
と
）、
み
ち
【
遅
】
に
さ
し
あ
ひ
て
、」
第
Ⅰ
部

第
二
章
八
段

　

仮
名
字
母
参
考
文
献
で
は
同
じ
く
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

○
池
田
亀
鑑
（1941

）
＝
図
表
第
一
で
は
「
本
阿
弥
切
」
の
み
に
あ
る
。
図
表

第
二
に
は
な
い
。

○
矢
田
勉
（2012

）
＝
表
20
に
「
三
宝
感
応
要
録
紙
背
消
息
」（
1 

0 

9 

0
年

代
以
降
＝
久
曽
神
説
）
の
例
が
あ
る
。

○
矢
田
勉
（2018

）
＝
「
遅
」
の
記
載
な
し
。

○
長
谷
川
千
秋
（2018

）
＝
別
表
1
に
は
な
し
。
別
表
2
で
は
「
巻
子
本
古
今

集
」
に
1
例
あ
る
。

○
『
古
筆
』
＝
仮
名
一
覧
で
は
「
本
阿
弥
切
（
道
風
）」「
筋
切
（
佐
理
）」「
仮

名
消
息
（
行
成
）」「
大
色
紙
（
公
任
）」「
御
蔵
切
」「
香
紙
切
（
小
大
君
）」

「
隆
能
源
氏
絵
詞
（
伊
房
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
付
表
3
・
4
・
5
・
6

に
は
な
い
。

○
『
名
跡
』
＝
「
伝
小
野
道
風
屛
風
歌
土
代
」「
伝
行
成
仮
名
消
息
」「
伝
行
成

歌
仙
歌
合
」「
元
暦
萬
葉
巻
六
」「
益
田
朗
詠
集
切
」「
関
戸
古
今
」「
道
済
集

切
」「
本
阿
弥
切
」「
和
泉
式
部
続
集
下
巻
切
」「
針
切
」「
御
蔵
切
」「
香
紙

切
」
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
『
か
な
』
＝
＝
一
種
系
と
し
て
「
歌
仙
歌
合
」
が
あ
げ
ら
れ
、
関
戸
系
と
し
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て
「
関
戸
本
古
今
集
」「
針
切
」「
和
泉
式
部
続
集
切
」「
香
紙
切
」、
藤
原
伊

房
／
定
信
と
し
て
「
石
山
切
伊
勢
集
」、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
『
名
筆
』
＝
「
関
戸
古
今
」「
本
阿
弥
切
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
遅
」
に
つ
い
て
は
、「
新
」
と
同
様
に
こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
草
仮
名
の
事
例

を
除
外
す
る
と
、
古
い
も
の
で
は
、「
伝
行
成
仮
名
消
息
」「
伝
行
成
歌
仙
歌

合
」「
関
戸
本
古
今
集
」
な
ど
、
伝
で
は
あ
る
が
藤
原
行
成
の
使
用
が
確
認
で

き
る
の
で
、
行
成
（
9 

7 

2
〜
1 
0 
2 

8
年
）
の
頃
前
後
以
降
で
の
使
用
と
見

る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
1 

0 

0 

0
年
前
後
以
降
で
の
変
体
仮
名
と
推
定
さ
れ
よ
う

か
。

4
│
4　

変
体
仮
名
「
半
（
は
）」
の
使
用
時
期

　
「
は
」
の
字
母
「
半
」
の
仮
名
が
、
末
尾
有
空
白
系
本
で
は
一
度
だ
け
、
第

Ⅰ
部
第
七
章
二
十
一
段
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

●
二
十
一
段
「
新
妻
と
の
問
答
」
│
「
わ
い
て
も
こ
そ
は
、
む
か
し
人
は

【
半
】、
心
も
か
た
ち
も
、」
第
Ⅱ
部
第
七
章
二
十
一
段

　

仮
名
字
母
参
考
文
献
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

○
池
田
亀
鑑
（1941

）
＝
図
表
第
一
で
は
「
賀
歌
切
」
の
み
に
あ
る
。
図
表
第

二
の
諸
本
で
は
「
図
書
寮
本
」
1
例
を
あ
げ
る
。

○
矢
田
勉
（2012

）
＝
「
半
」
の
記
載
な
し
。

○
矢
田
勉
（2018

）
＝
「
深
窓
秘
抄
」（
11
世
紀
中
頃
か
）
の
例
あ
り
。

○
長
谷
川
千
秋
（2018

）
＝
別
表
1
に
は
例
な
し
。
別
表
2
で
は
「
綾
地
切
」

2
例
、
蓬
萊
切
1
例
、
が
あ
る
。

○
『
古
筆
』
＝
仮
名
一
覧
で
は
「
通
切
」「
賀
歌
切
（
佐
理
）」「
蓬
萊
切
」「
雲

紙
本
和
漢
朗
詠
集
（
行
成
）」「
大
色
紙
」「
唐
紙
本
和
漢
朗
詠
集
（
公
任
）」

「
元
永
本
古
今
集
（
俊
頼
）」「
三
十
六
人
集
元
真
集
」「
葦
手
下
絵
朗
詠
集

（
伊
行
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
付
表
3
「
高
野
切
（
一
種
）
字
母
頻
度

表
」
に
は
1
例
、
付
表
4
「
定
家
書
写
本
土
佐
日
記
字
母
頻
度
表
」
お
よ
び

付
表
5
「
十
世
紀
に
お
け
る
女
手
の
書
体
表
」
に
は
な
く
、
付
表
6
「
三
蹟

の
草
の
手
と
中
国
古
代
の
草
書
の
対
照
表
」
に
は
道
風
な
し
、
佐
理
2
例

（
賀
歌
切
・
下
絵
萬
葉
集
切
）、
行
成
（
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
）
2
例
と
あ
る
。

○
『
名
跡
』
＝
「
綾
地
歌
切
」「
高
野
切
一
種
」「
雲
紙
朗
詠
」「
関
戸
朗
詠
」

「
蓬
萊
切
」「
元
暦
萬
葉
集
巻
七
甲
」「
伝
公
任
大
色
紙
」「
久
松
切
」「
元
真

集
（
三
十
六
）」「
元
永
本
古
今
集
」
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
『
か
な
』
＝
万
葉
が
な
／
草
か
な
／
消
息
と
し
て
「
綾
地
切
」
が
挙
げ
ら
れ
、

一
種
系
と
し
て
「
深
窓
秘
抄
」、
三
種
系
と
し
て
「
蓬
萊
切
」、
藤
原
定
実
と

し
て
「
元
永
本
古
今
集
」「
元
永
本
古
今
集
」、
光
悦
と
し
て
「
和
歌
巻
」

「
古
今
集
仮
名
序
」
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
『
名
筆
』
＝
「
高
野
切
一
種
」「
雲
紙
朗
詠
」「
蓬
萊
切
」「
元
暦
萬
葉
」「
元

永
本
古
今
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
半
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
草
仮
名
の
事
例
を
除
外

す
る
と
、
古
い
も
の
で
は
、「
蓬
萊
切
」「
雲
紙
本
朗
詠
集
」「
関
戸
本
朗
詠
集
」
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な
ど
、
伝
で
は
あ
る
が
藤
原
行
成
の
使
用
が
確
認
で
き
る
の
で
、
行
成

（
9 
7 
2
〜
1 

0 

2 

8
年
）
の
頃
前
後
以
降
で
の
使
用
と
見
る
な
ら
ば
、
お
よ

そ
1 
0 
0 
0
年
前
後
以
降
で
の
変
体
仮
名
と
推
定
さ
れ
よ
う
か
。

4
│
5　

変
体
仮
名
「
累
（
る
）」
の
使
用
時
期

　
「
る
」
の
字
母
「
累
」
の
仮
名
が
、
末
尾
有
空
白
系
本
の
甲
本
・
京
都
大
学

本
で
は
1
回
だ
け
使
用
さ
れ
て
い
る
（
乙
本
で
は
2
回
使
用
さ
れ
て
い
る
）。

次
の
第
Ⅱ
部
第
二
章
七
段
で
あ
る
。

●
七
段
「
兵
衛
佐
の
懸
想
文
と
和
歌
の
贈
答
」
│
「
神
の
教
へ
給
し
か
ば
な

む
、
さ
し
て
奉
る
【
累
】。
か
の
石
神
の
御
も
と
に
て
、」
第
Ⅱ
部
第
二
章

七
段

　

仮
名
字
母
参
考
文
献
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

○
池
田
亀
鑑
（1941

）
＝
図
表
第
一
で
は
「
継
色
紙
」「
御
物
和
漢
朗
詠
集
」

を
あ
げ
る
。
図
表
第
二
の
諸
本
で
は
「
定
家
自
筆
本
」
19
例
、「
近
衛
家
本
」

2
例
、「
三
条
西
家
本
」
17
例
、「
大
島
本
」
53
例
、「
為
相
本
」
1
例
を
あ

げ
る
。

○
矢
田
勉
（2012

）
＝
「
累
」
は
、「
鎌
倉
時
代
仮
名
文
書
類
用
仮
名
字
体
表
」

に
あ
り
、「
鎌
倉
時
代
の
資
料
に
時
折
見
え
る
。
日
蓮
も
用
い
て
お
り
、
準

頻
用
字
体
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
す
る
。「
表
31　
『
日
蓮
仮
名
遺

文
』
仮
名
字
体
表
」
の
「
ル
」
に
「
る
」【
留
】
の
下
段
に
「
累
」
が
あ
り
、

「
※
下
段
は
用
例
の
稀
な
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

○
矢
田
勉
（2018

）
＝
1 

2 

6 

9
年
の
「
日
蓮
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』、

1 

6 

8 

2
年
の
『
好
色
一
代
男
』
巻
一
を
あ
げ
る
。

○
長
谷
川
千
秋
（2018

）
＝
別
表
1
、
別
表
2
と
も
に
な
し
。

○
『
古
筆
』
＝
仮
名
一
覧
で
は
、「
継
色
紙
（
道
風
）」「
筋
切
（
佐
理
）」「
関

戸
本
古
今
集
」「
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
」「
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
（
行
成
）」

「
高
光
集
切
（
俊
頼
）」「
三
十
六
集
貫
之
集
下
」「
三
十
六
人
集
敦
忠
集
」

「
三
十
六
人
集
元
真
集
」「
三
十
六
人
集
是
則
集
」「
元
暦
校
本
万
葉
集
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
付
表
3
「
高
野
切
（
一
種
）
字
母
頻
度
表
」
に
は
無
く
、

付
表
4
「
定
家
書
写
本
土
佐
日
記
字
母
頻
度
表
」
で
は
18
例
と
あ
り
（
上

記
・
池
田
（1941

）
で
は
19
例
）、
付
表
5
「
十
世
紀
に
お
け
る
女
手
の
書

体
表
」
に
は
無
く
、
付
表
6
「
三
蹟
の
草
の
手
と
中
国
古
代
の
草
書
の
対
照

表
」
に
は
、
行
成
（
関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
1
例
、
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
3
例
、

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
・
高
野
切
三
種
蓬
萊
切
1
例
）
の
例
が
あ
る
。

○
『
名
跡
』
＝
「
伝
小
野
道
風
屛
風
歌
土
代
」「
継
色
紙
」「
深
窓
秘
抄
」「
伝

行
成
歌
仙
歌
合
」「
雲
紙
朗
詠
」「
関
戸
朗
詠
」「
高
野
切
三
種
」「
粘
葉
朗

詠
」「
近
衛
朗
詠
」「
元
暦
万
葉
巻
一
」「
元
暦
万
葉
巻
六
」「
元
暦
万
葉
巻
十

四
」「
元
暦
萬
葉
巻
二
十
」「
関
戸
古
今
」「
伝
俊
頼
高
光
集
切
」「
冷
泉
本
素

性
集
」「
友
則
集
（
三
十
六
）」「
斎
宮
集
（
三
十
六
）」「
猿
丸
集
（
三
十

六
）」「
敦
忠
集
（
三
十
六
）」「
是
則
集
（
三
十
六
）」「
元
真
集
（
三
十
六
）」

「
元
永
本
古
今
集
」「
筋
切
」「
巻
子
古
今
」「
源
氏
絵
詞
薄
雲
」「
類
聚
古
集

巻
一
」「
類
聚
古
集
巻
六
」「
定
家
熊
野
懐
紙
」「
土
佐
日
記
」「
墨
流
切
朗
詠

集
」「
姫
路
切
」「
伝
為
家
ヤ
マ
ト
運
輸
物
語
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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○
『
か
な
』
＝
万
葉
が
な
／
草
か
な
／
消
息
と
し
て
「
継
色
紙
」
が
挙
げ
ら
れ
、

一
種
系
と
し
て
「
深
窓
秘
抄
」「
歌
仙
歌
合
」、
三
種
系
と
し
て
「
高
野
切
第

三
種
」「
粘
葉
本
朗
詠
集
」「
伊
予
切
朗
詠
集
」「
元
暦
万
葉
集
第
一
」「
近
衛

本
朗
詠
集
」、
関
戸
系
と
し
て
「
関
戸
本
古
今
集
」、
藤
原
定
実
と
し
て
「
元

永
本
古
今
集
」「
巻
子
本
古
今
集
」「
筋
切
・
通
切
古
今
集
」、
藤
原
伊
房
／

定
信
と
し
て
「
烏
丸
切
」、
藤
原
俊
成
と
し
て
「
御
家
切
古
今
集
」、
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
『
名
筆
』
＝
「
継
色
紙
」「
高
野
切
三
種
」「
粘
葉
朗
詠
」「
関
戸
古
今
」「
元

永
本
古
今
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
累
」
は
、
こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
草
仮
名
の
事
例
を
除
外
す
る
と
、
古
い
も

の
で
は
、「
継
色
紙
」、
伝
で
は
あ
る
が
藤
原
行
成
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
る
。

「
継
色
紙
」
は
年
代
未
詳
な
が
ら
10
世
紀
半
ば
か
ら
11
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。「
筋
切
」
は
佐
理
説
は
現
在
と
ら
れ
ず
そ
れ
よ
り
後
の
時
代
と
さ
れ

る
が
未
詳
で
あ
る
。
伝
・
行
成
（
9 

7 

2
〜
1 

0 

2 

8
年
）
の
例
と
も
合
わ
せ

れ
ば
、
お
よ
そ
1 

0 

0 

0
年
前
後
以
降
と
も
言
え
る
が
、「
継
色
紙
」「
筋
切
」

に
あ
る
点
は
、
他
の
3
字
母
よ
り
も
多
少
早
い
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る

か
。

4
│
6　

字
母
「
新
」「
遅
」「
半
」「
累
」
の
使
用
時
期
の
上
限

　
4
│
2
〜
5
節
で
検
討
し
た
結
果
、「
新
」「
遅
」「
半
」
の
使
用
の
時
期
は
、

い
ず
れ
も
伝
・
藤
原
行
成
の
資
料
が
現
時
点
で
の
上
限
で
あ
り
、「
累
」
は
そ

れ
ら
よ
り
多
少
遡
る
可
能
性
も
見
え
る
が
、
お
よ
そ
1 

0 

0 

0
年
前
後
以
降
で

の
使
用
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら　

種
の
字
母
の
使
用
開
始
時
期
の
上
限
が
あ

る
程
度
近
似
し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ

の
写
本
の
性
格
の
一
面
を
投
影
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　

特
に
最
末
尾
文
で
の
「
新
」
の
使
用
が
、
原
本
の
字
母
を
踏
襲
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
1
文
の
追
記
は
、
お
よ
そ
1 

0 

0 

0
年
頃
以
降
の
段
階
と
も
推

定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

○
5
字
母
使
用
頻
度
甲
本
乙
本
書
陵
部
本
出
現
箇
所

　
「
新
」

1

1

0

甲
本
・
乙
本
で
の
出
現
箇
所
同
じ

　
「
遅
」

1

1

0

　

同
右

　
「
半
」

1

1

0

　

同
右

　
「
累
」

1

2

7

甲
本
の
1
例
は
乙
本
と
出
現
箇
所
同
じ

　
「
羅
」

3

2

0

甲
本
の
2
例
は
乙
本
と
出
現
箇
所
同
じ

　

と
こ
ろ
で
、
安
部
（2017

）
で
は
、『
篁
物
語
』
の
原
作
者
を
源
順
と
推
定

し
た
。
源
順
の
没
年
は
9 

8 

3
年
で
あ
る
。
仮
に
、
源
順
説
に
従
っ
た
場
合
は
、

甲
本
（
乙
本
も
）
の
書
写
は
、
字
母
「
新
」「
半
」「
遅
」「
累
」
が
使
用
可
能

に
な
っ
て
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
甲
本
は
『
篁
物
語
』
の
原
本
そ
の

も
の
に
は
遡
る
可
能
性
は
低
く
、
ま
た
、
原
本
の
字
体
（
字
母
）
を
す
べ
て
に

わ
た
っ
て
忠
実
に
筆
者
し
た
も
の
と
も
言
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
字
母
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
考
察
ま
で
射
程
に
入
っ
て
く
る
も
の
と
な
る
。

　

甲
本
の
字
母
に
は
、
こ
れ
ら
4
字
母
以
外
に
も
、「
篁
物
語
」
中
で
使
用
頻

度
が
少
な
く
、
仮
名
史
上
で
も
出
現
頻
度
も
多
く
は
な
い
字
母
が
ま
だ
見
ら
れ

る
。
甲
本
（
乙
本
）
の
書
写
時
期
の
上
限
を
検
討
す
る
上
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ

4
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い
て
も
、
今
後
調
査
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

5　

甲
本
の
書
写
態
度

　

甲
本
の
最
末
尾
文
の
特
異
な
書
写
状
況
が
、
前
稿
お
よ
び
本
稿
で
確
認
し
た

よ
う
に
、
そ
の
底
本
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
状
況
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
と
み
な

せ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
甲
本
全
体
で
の
使
用
字
母
を
み
て
も
、
中
古
中
期
か
ら

中
世
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
頻
用
さ
れ
て
は
い
な
い
字
母
（「
新
」「
半
」「
遅
」

「
累
」
等
）
を
孤
例
（
1
回
）
な
が
ら
使
用
す
る
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
こ
の
甲
本
は
全
体
的
な
書
写
姿
勢
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
は
、
そ
の

底
本
を
忠
実
に
書
写
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
比
較
的
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ

と
、
い
ま
ひ
と
つ
に
は
、
仮
名
字
母
の
使
用
上
の
知
識
や
意
識
も
（「
志
」
の

限
定
的
使
用
ほ
か
）、
一
定
の
水
準
以
上
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
人
物
に
よ
る

書
写
本
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
甲
本
で
は
、「
し
」
の
字
母
「
志
」
4
例
の
使
用
個
所
は
、
先
に

少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
4
例
共
す
べ
て
自
立
語
語
頭
（
動
詞
、
名
詞
の
語
幹
語

頭
＝
第
一
音
節
）
の
み
に
規
則
的
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
文
字
使
用
は
意
識
的
で

あ
っ
た
と
み
な
せ
る
。
念
の
た
め
「
し
」
の
字
母
毎
の
例
数
と
「
志
」
の
使
用

箇
所
を
次
に
示
し
て
お
く
。

○
仮
名
「
し
」
の
甲
本
で
の
使
用
頻
度　

合
計
244
例
中

　
「
之
」
239
例
、「
志
」
4
例
、「
新
」
1
例

（
平
林
（2
0
0
1

）「
三
本
使
用
の
仮
名
字
母
別
数
量
一
覧
表
」
よ
り
）

仮
名
「
し
」
諸
本
字
母

之

志

新

書
陵
部
本

194

51

0

甲
本

239

4

1

乙
本

239

4

1

○
字
母
「
志
」
の
甲
本
で
の
使
用
位
置

　
　
　

二
ウ
7　
「
ふ
ち
せ
も
志4

ら
ず
」
│
│
「
知
ら
ず
」
の
シ

　
　
　

三
オ
5　
「
志4

は
す
の
月
夜
」
│
│
│
「
師
走
」
の
シ

　
　

一
一
オ
5　
「
志4

ら
で
あ
や
し
」
│
│
│
「
知
ら
で
」
の
シ

　
　

二
〇
オ
1　
「
な
ら
ん
や
う
も
志4

ず
」
│
「
知
（
ら
）
ず
」
の
シ

　

甲
本
の
書
写
者
の
字
母
使
用
が
意
識
的
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
底
本

の
状
態
の
保
持
姿
勢
な
ど
こ
の
よ
う
な
筆
録
姿
勢
か
ら
推
し
て
、
甲
本
は
書
写

態
度
が
自
覚
的
で
あ
り
、
資
料
と
し
て
他
の
写
本
よ
り
も
重
視
で
き
よ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
甲
本
は
乙
本
に
比
し
て
優
位
点
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
一

方
、
書
陵
部
本
と
の
比
較
に
お
い
て
は
よ
り
原
本
に
近
い
と
見
る
見
方
も
あ
る
。

一
方
、
個
々
に
優
劣
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
い
ま
だ
明
瞭
な
判
定
は

つ
い
て
い
な
い
。
今
後
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
字
母
以
外
の
、
他
の
特
徴
的

仮
名
字
母
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
や
使
用
状
況
│
│
本
文
内
で
の
使
用
場
面
、
写
本

中
で
の
使
用
位
置
や
配
置
、
語
句
・
語
単
位
内
で
の
位
置
な
ど
（
安
部

（2018.5
）
の
章
段
の
位
置
に
は
傾
向
が
あ
る
【
注
4
】）
│
│
の
観
点
か
ら
も
、

諸
写
本
間
で
の
比
較
を
、
細
か
く
行
っ
て
み
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
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表2　「篁物語」甲本の仮名「し」の1行内複数出現箇所（シシ、シ○シ、シ～シ）
連番 丁 裏表 行 「之」の配置 表記（シのみ字母漢字） 翻字 字母「志」，※脚注
① 1 オ 3 之○○之 かぎり之つく之て 限り、し尽くして
② 2 オ 8 之○之 之ば之 暫し
③ 3 オ 5 之志 すさま之志はすの すさまじ、師走の 師走
④ 3 ウ 9 之○○○之 あ之たにひさ之く 明日、久しく
⑤ 4 オ 7 之○○○○○之 之けるかうを之ふる

中に
しける。かう教ふる
中に

⑥ 7 ウ 2 之○○○○○之 之ることかた之 知ること難し
⑦ 8 オ 1 之○○○○○之 給」之かはなむさ之

て
給ひしかばなむ、さ
して

⑧ 8 ウ 1 之○之 せ之ぬ之の せし主の
⑨ 9 ウ 9 之○～○之 之は／＼にあとはか

な之と
しばしばに、あとは
かなし

⑩ 10 オ 8 之○○之 け之きあ之う 気色悪しう
⑪ 11 オ 5 志○○○○之 はかりたるとは志ら

であや之
謀りたるとは知らで、
怪し

知らで（「志」の
前にシはないので
「志」は変字用と
いうより語頭文字
機能優位か。

⑫ 11 オ 8 之○○之 之りも之らぬ人に 知りも知らぬ人に
⑬ 11 オ 9 之○○○之 かよは之けさう之給 通はし懸想し給う
⑭ 12 オ 8 之○○之ゝ かよは之には之ゝた

れど
通はしにはししたれ
ど（本文疑あり）

⑮ 12 ウ 3 之○○之 之らず之て 知らずして
⑯ 14 オ 9 之○○之 あか之はて之を 明かし果てしを
⑰ 15 オ 1 之○～○之 ある之するにみなと

らまほ之
主するに、皆取らま
ほし

⑱ 18 オ 7 之○○之 か之こく之て 賢くして
⑲ 18 ウ 1 之○～○之 くち」お之くいきも

せずいかゞおは之ま
す

（口）惜しく、息も
せずいかがおはしま
す

⑳ 19 ウ 3 之○○之 心ち之けり之にし 心地しけり。死にし
㉑ 20 オ 2 之○～○之 まほ之きことかぎり

な之
まほしきこと限りな
し

㉒ 20 オ 7 之○之 之ば之 暫し
㉓ 21 ウ 3 之○○○○之 は之めのごと之てな

ん
初めのごとしてなん

㉔ 22 オ 5 之○～○之 おは之けり大君に之
か／＼のこと

おはしけり。大君に
しかじかの事

㉕ 22 ウ 5 之○○○○之 やれこう之たるきて
之り

破れ困じたる着て尻

㉖ 23 オ 5 之○○之 か之こく之つ 賢くしつ
㉗ 23 オ 7 之○○○之 人きゝやさ之からま

之
人聞きやさしからま
し

㉘ 24 オ 1 之○○○之 あや之とおぼ之 怪しと思し
㉙ 25 オ 1 之○之○○之 之ろ之めさ之 しろしめさじ
㉚ 25 ウ 1 之○之 うるさ之か之 うるさしかし
最末
尾文

26 ウ 3 之○□□之○新 べ之□□又あら之か
新□

べし。□□また、あ
らじかし□

1行中に3か所の
例は25丁オ参照

※注＝「志」は上記のほか、「知らず」（2ウ 7）、「志ず」（20オ 1）【＝「知らず」平野由紀子（1988）】
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6　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」　
（【
資
料
篇　

Ⅱ
】）

　

安
部
（2020
）
お
よ
び
本
稿
で
の
考
察
を
経
て
み
る
と
、
今
後
、
仮
名
（
字

母
・
字
体
）
の
レ
ベ
ル
ま
で
比
較
考
察
し
て
い
く
た
め
に
も
、
末
尾
に
空
白
が

あ
る
京
都
大
学
本
の
「
篁
物
語
」
写
本
だ
け
で
な
く
、
京
都
大
学
所
蔵
の
写
本

「
小
野
篁
集
」
の
方
も
、
書
陵
部
本
の
写
本
と
し
て
、
孫
本
の
位
置
で
は
あ
る

も
の
の
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
京
都
大
学
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」
は
、
京

都
大
学
本
「
篁
物
語
」
と
同
筆
と
み
ら
れ
、
書
陵
部
本
の
忠
実
な
写
本
で
あ
る

の
で
、
貴
重
な
写
本
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

　

そ
こ
で
、
前
稿
の
「
篁
物
語
」
と
一
緒
に
取
り
寄
せ
て
あ
っ
た
複
写
版
も
、

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」
と
し
て
公
開
す
る
許
可

を
得
る
こ
と
と
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
京
都
大
学
本
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
い
る
の
は
、
津

本
信
博
（1977

）
の
み
で
あ
る
。
津
本
氏
は
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
㈠ 

小
野
篁
集　
（
図
書
番
号　

5290929

）

題
簽
は
表
紙
左
上
方
に
内
題
と
も
に
「
小
野
篁
集
」
と
あ
り
、
一
方
に
は

左
記
の
通
り
朱
印
が
あ
る
。

用
字
か
ら
行
、
空
白
、
補
入
、
脱
字
す
べ
て
書
陵
部
本
を
忠
実
に
臨
模
し

た
写
本
で
あ
る
。
奥
書
に
、

宮
内
省
図
書
寮
本
を
人
の
影
写
し
た
る
を
借
り
て
影
写
す

と
あ
る
。」

【
中
略
、
京
都
大
学
本
の
「
篁
物
語
」
に
つ
い
て
の
同
様
の
説
明
の
後
に

続
け
て
】

「
何
れ
も
書
写
年
時
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
比
較
的
新
し
い
伝
本
で

あ
る
。」（
津
本
信
博
（1977

））

　

本
「
小
野
篁
集
」
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
奧
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
、「
宮
内
省
図
書
寮
本
を
人
の
影
写
／
し
た
る
を
借
り
て
影
写
す
」

と
あ
っ
て
、
書
陵
部
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
直
系
の
い
わ
ゆ
る
「
孫
本
」
と
い
う
関
係
（
位
置
）
は
京
都
大
学
所
蔵
の

「
篁
物
語
」「
小
野
篁
集
」
共
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
記
の
津
本
氏
の

「
書
陵
部
本
を
忠
実
に
臨
模
し
た
写
本
で
あ
る
。」
と
い
う
記
載
は
、
底
本
（
親

本
）
と
い
う
意
で
は
な
く
、
そ
の
直
前
を
受
け
て
、
孫
本
で
あ
り
な
が
ら
「
用

字
か
ら
行
、
空
白
、
補
入
、
脱
字
す
べ
て
書
陵
部
本
を
忠
実
に
」〝
引
き
継
い

で
い
る
〞
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
形
式
は
、
次
に
引
い
て
お
く
京
都
大
学
本
「
篁
物
語
」
の
奥
書

で
の
形
式
と
同
様
で
あ
る
。

○
「
彰
考
館
文
庫
所
蔵
の
桝
型
本
《【
引
用
者
注
：
2
行
割
で
】
彰
考
館
に

は
美
濃
板
の
袋
綴
本
も
あ
り
》
を
人
の
影
写
せ
る
を
借
り
て
影
写
す
」

　

と
こ
ろ
で
、「
人
の
影
写
し
た
る
」
と
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
写
本
の
方
は
現

図
2　

京
都
大
学
本

　
「
小
野
篁
集
」
奧
書
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在
所
在
未
詳
で
あ
る
。
そ
の
点
で
も
京
都
大
学
本
「
篁
物
語
」
の
方
と
同
じ
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
写
本
に
は
そ
の
底
本
（
親
本
）
で
あ
る
も
う
ひ
と
つ
の
写

本
、〝
書
陵
部
本
影
写
本
〞（
仮
称
）
と
で
も
言
い
得
る
「
小
野
篁
集
」（
今
回

掲
載
し
た
影
印
本
の
親
本
）
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

津
本
氏
は
、「
比
較
的
新
し
い
伝
本
で
あ
る
。」
と
す
る
が
、
近
世
以
降
だ
と

し
て
も
、
ど
の
程
度
の
新
し
い
書
写
を
想
定
さ
れ
て
い
た
か
未
詳
で
あ
る
。
京

都
大
学
本
の
方
に
は
書
写
年
代
や
伝
来
の
年
代
を
推
定
さ
せ
る
記
録
は
探
し
出

せ
て
い
な
い
。
安
部
（2020

）
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
、「
影
写
」
と
い
う

語
の
使
用
か
ら
は
19
世
紀
初
め
頃
が
上
限
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
も
の
だ
ろ
う

と
推
定
し
て
お
い
た
。

○
【
補
注
】
京
都
大
学
本
の
書
写
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
奥
書
に
あ
る

「
影
写
」
は
そ
う
古
い
語
で
は
な
い
。
調
べ
た
範
囲
で
は
現
在
『
甲
子
夜

話
』『
慊
堂
日
暦
』
で
の
例
が
古
く
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
拠
り
ど
こ

ろ
と
す
れ
ば
、
お
よ
そ
19
世
紀
初
め
以
降
の
影
写
と
い
う
こ
と
か
。

　

こ
の
書
写
本
は
、
こ
れ
ま
で
『
篁
物
語
新
講
』
以
外
で
は
、
言
及
さ
れ
る
こ

と
も
、
ま
し
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
写
本
で
あ
る
。
仮
名
の
比
較
レ

ベ
ル
や
空
白
な
ど
の
文
字
配
り
レ
ベ
ル
ま
で
、
諸
本
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、
書
陵
部
本
（
＝
祖
父
本
）
の
忠
実
な
臨
模
本
で

あ
る
京
都
大
学
本
「
小
野
篁
集
」
の
方
も
、
影
印
を
提
示
し
て
お
く
こ
と
は
、

意
味
が
あ
ろ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。【
資
料
篇　

Ⅱ
】
と
し
て
、
本
論
本

文
の
あ
と
に
、
そ
の
全
文
を
影
印
（
複
写
）
に
て
提
示
す
る
。

7　

お
わ
り
に
│
│
「
篁
物
語
」
の
字
母
研
究
の
課
題

　

本
稿
で
は
、『
篁
物
語
』
の
影
考
館
甲
本
を
取
り
上
げ
、
資
料
と
し
て
検
討

し
た
。
甲
本
の
最
末
尾
の
1
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
1
文
に
し
か
現
れ
な
い
変

体
仮
名
（「
新
」）
が
あ
る
点
、
お
よ
び
、
そ
の
1
文
内
で
の
改
行
部
分
下
部
で

し
か
見
ら
れ
な
い
不
自
然
な
（
他
の
個
所
に
は
現
れ
て
い
な
い
）
1
文
字
程
の

余
白
が
あ
る
点
が
、
そ
の
1
文
以
前
の
本
文
部
分
と
は
「
異
質
」
で
あ
る
こ
と

を
、
新
た
に
指
摘
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
最
末
尾
文
が
、
そ
の
直
前
に
な
ぜ
か
2
文
字
分
の
空
白
を
取
っ

て
い
る
こ
と
と
同
様
に
、
最
末
尾
文
の
異
質
性
と
、
後
日
の
別
の
段
階
で
の
追

補
部
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
解
釈
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
前
稿
・
安

部
（2020

）
で
の
解
釈
、
即
ち
、
最
末
尾
文
は
そ
れ
以
前
の
本
文
部
分
よ
り
も

後
の
段
階
で
の
後
補
で
あ
る
こ
と
、
を
補
強
し
た
。

　

ま
た
、
甲
本
が
、
前
稿
で
の
考
察
で
、
14
世
紀
中
期
よ
り
以
前
の
形
態
と
推

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
古
態
性
が
遡
れ
る
上
限
を
検
討
す
る
た
め
、
変
体

仮
名
の
字
母
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
。
甲
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
1
度
だ
け
の
使

用
頻
度
で
あ
る
変
体
仮
名
「
新
」「
遅
」「
半
」「
累
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
仮

名
史
上
に
お
け
る
使
用
開
始
時
期
を
考
察
し
て
み
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
変
体
仮
名
史
の
諸
研
究
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
①

「
新
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
仮
名
と
し
て
の
使
用
例
の
上
限
は
お
よ
そ
1
、

0 

0 

0
年
前
後
頃
で
あ
る
の
で
、
11
世
紀
以
降
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
仮
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名
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
②
「
半
」「
遅
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
上
限
は

お
よ
そ
11
世
紀
以
降
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
仮
名
と
見
ら
れ
る
こ
と
、

「
累
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
よ
り
も
や
や
遡
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を

明
ら
か
に
で
き
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
甲
本
な
い
し
そ
の
遡
及
す
る
系
統
の
写
本
の
「
書

写
」
作
業
は
、
そ
れ
ら
の
字
母
使
用
が
可
能
に
な
っ
て
以
降
の
時
代
と
い
う
こ

と
と
に
な
り
、
お
よ
そ
1
、
0 
0 

0
年
前
後
頃
以
降
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。

写
本
甲
本
の
仮
名
字
母
表
記
の
上
限
は
、
10
世
紀
末
期
よ
り
以
前
に
は
、
現
時

点
で
は
、
溯
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
甲
本
が
、
末
尾
無
空
白
本
よ
り
も
古
態
を
留
め
る
と
は
推
定
さ
れ
る

も
の
の
、
仮
名
字
母
「
新
」「
遅
」「
半
」「
累
」
が
使
用
可
能
で
あ
る
点
か
ら

み
て
、
原
『
篁
物
語
』
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
た
時
期
（
10
世
紀
終
り
）
ま

で
は
溯
り
得
ず
、
よ
っ
て
甲
本
は
、
原
本
の
表
記
そ
の
ま
ま
で
あ
る
可
能
性
は

か
な
り
低
く
、
ま
た
、
原
本
と
全
く
同
じ
状
態
で
の
写
本
で
も
な
い
と
解
釈
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
（【
注
5
】）。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
新
」「
遅
」「
半
」
と
同
様
に
、
甲
本
・
乙
本
に

共
通
し
て
例
が
あ
る
一
方
、
書
陵
部
本
「
小
野
篁
集
」
で
は
用
例
が
ま
っ
た
く

な
い
と
い
う
字
母
に
は
、
ほ
か
に
「
盈
（
え
）」「
勢
（
せ
）」「
日
（
ひ
）」「
見

（
み
）」「
羅
（
ら
）」「
類
（
る
）」
が
あ
る
（【
表
1
】
の
細
枠
部
参
照
、【
注

6
】）。
甲
本
に
し
か
な
い
「
楚
（
そ
）」「
裳
（
も
）」
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も
、

末
尾
有
空
白
系
統
本
の
特
性
を
考
察
す
る
た
め
に
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

諸
本
研
究
と
し
て
も
、
甲
本
と
他
の
写
本
と
の
比
較
を
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注
【
注
1
】　
『
篁
物
語
』
は
、
か
つ
て
成
立
時
期
が
未
詳
で
か
つ
小
品
ゆ
え
に
、
日
本
文

学
史
上
も
、
日
本
語
史
上
も
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
近
年
の
考
察
か
ら
見
て
い
く
と
、
そ
の
短
さ
と
は
対
照
的
に
、
重
要
で
貴

重
な
位
置
を
占
め
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
文
学
史
上

で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
与
え
た
影
響
（
例
え
ば
、
夕
霧
像
の
造
形
、
浮
舟
の
場
面

他
）、
ま
た
、
平
安
時
代
の
文
芸
作
品
と
し
て
『
源
氏
物
語
」
以
前
の
段
階
に
あ
っ

て
、
歌
物
語
（
伊
勢
、
大
和
、
平
仲
）
を
受
け
つ
つ
も
〝
歌
物
語
の
要
素
に
作
り
物

語
と
し
て
の
創
作
性
の
融
合
〞
と
い
う
も
の
を
意
図
し
た
、
い
わ
ば
〝
作
り
歌
物

語
〞
的
な
創
作
意
図
を
読
み
取
れ
る
こ
と
（
山
口
博
、
陣
野
、
中
村
祥
子
、
安
部
。

安
部
（2019

）
参
照
）、
日
本
語
史
上
で
は
、
そ
の
語
法
が
9 

0 

0
年
代
後
期
の
日

本
語
を
か
な
り
忠
実
に
投
影
し
て
い
る
と
い
う
点
（
形
容
詞
（
安
部
）・
形
容
動
詞

（
村
田
菜
穂
子
）
の
計
量
語
彙
論
的
特
性
、
係
り
助
詞
の
用
法
（
安
部
））
な
ど
が
、

読
み
取
れ
る
。

【
注
2
】　

最
末
尾
文
で
の
改
行
位
置
に
お
け
る
行
末
の
余
白
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、

半
沢
幹
一
氏
（
共
立
女
子
大
学
教
授
）
に
、
安
部
（2020

）
を
お
送
り
し
た
際
に
、

そ
の
他
行
と
の
相
違
に
つ
い
て
ご
示
唆
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
拙
文
発
表
時
は

こ
の
行
末
余
白
ま
で
は
目
が
向
い
て
い
な
か
っ
た
。
ご
教
示
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
3
】　
〔
仮
名
字
母
参
考
文
献
〕
の
内
、
次
の
文
献
で
の
図
表
類
の
詳
細
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

⑴
池
田
亀
鑑
（1941

）『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』
の
図
表
第
一
と
図

表
第
二
は
、
以
下
の
通
り
。

○
「
図
表
第
一　

古
代
平
仮
名
字
体
一
覧
表
」

一　

空
海
勝
道
碑
、
二　

法
華
文
句
、
三　

玄
奘
法
師
敬
啓
白
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四　

金
剛
般
若
修
験
記
、
五　

金
光
明
最
勝
王
経
、
六　

大
智
度
論

七　

蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
、
八　

大
蜀
有
年
識
語
、
九　

御
物
周
易
抄

一
〇　

日
本
霊
異
記
、
一
一　

土
佐
日
記
、
一
二　

自
家
集
切

一
三　

信
義
本
神
楽
歌
、
一
四　

高
野
切
乙
、
一
五　

桂
宮
本
万
葉
集

一
六　

名
家
歌
集
切
、
一
七　

寸
松
庵
色
紙
、
一
八　

秋
萩
帖

一
九　

道
風
消
息
、
二
〇　

継
色
紙
、
二
一　

本
阿
弥
切
、
二
二　

駕
歌
切

二
三　

御
物
粘
葉
本
倭
漢
朗
詠
集
、
二
四　

御
堂
関
白
記

二
五　

元
永
本
古
今
和
歌
集

○
「
図
表
第
二　

土
佐
日
記
諸
本
平
仮
名
字
体
統
計
表
」（1

9
9

0

第
二
刷
使
用
）

　
「
青
谿
書
屋
本
を
中
心
と
し
て
、
定
家
自
筆
本
、
図
書
寮
本
、
近
衛
家
本
、
三

条
西
家
本
、
大
島
氏
本
、
為
相
本
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
仮
名
字
体
を
表
示
し

た
も
の
で
あ
る
。」

⑵
加
瀬
藤
圃
（1970

）『
古
筆
か
な
字
典
』
の
付
表
3
、
4
、
5
、
6
は
次
の
も
の

で
あ
る
。

○
「
付
表
2　

平
安
初
期
訓
点
が
な
に
現
わマ
マ

れ
た
女
手
の
字
源
表
」（
大
坪
併
治
博

士　

訓
点
語
の
研
究
、
春
日
政
治
博
士　

古
訓
点
の
研
究
、
中
田
祝
夫
博
士　

古

点
本
の
国
語
学
的
研
究
に
よ
る
、
と
あ
る
）

○ 

「
付
表
3　

高
野
切
（
一
種
）
字
母
頻
度
表
」（
字
源
百
二
字
）

○
「
付
表
4　

定
家
書
写
本
土
佐
日
記
字
母
頻
度
表
」（
字
源
百
二
字
）

○
「
付
表
5　

十
世
紀
に
お
け
る
女
手
の
書
体
表
」
は
「
有
年
申
文
」「
定
家
臨
貫

之
土
佐
日
記
」「
貫
之
自
家
集
切
」「
道
風
集
古
浪
華
帖
」「
東
南
院
紙
背
消
息
」

「
石
山
寺
紙
背
消
息
」「
北
山
抄
紙
背
消
息
」「
道
長
御
堂
関
白
記
」「
醍
醐
寺
五
重

塔
落
書
」

○
「
付
表
6　

三
蹟
の
草
の
手
と
中
国
古
代
の
草
書
の
対
照
表
」
は
「
道
風
秋
萩

帖
」「
佐
理　

賀
歌
切
・
下
絵
萬
葉
集
切
」「
行
成　

関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
・
雲
紙

本
和
漢
朗
詠
集
・
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
・
高
野
切
三
種
蓬
萊
切
」
佐
理
2
例
（
賀

歌
切
・
下
絵
萬
葉
集
切
）、
行
成
（
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
）
2
例
と
あ
る
。（
中
国

古
代
草
書
は
略
す
）。

⑶
長
谷
川
千
秋
（2018

）「
使
用
字
母
か
ら
み
た
『
秋
萩
帖
』
の
か
な
」
の
別
表
で

の
資
料
は
、
ま
ず
「
別
表
1
「
秋
萩
帖
」
と
九
、
十
世
紀
の
仮
名
資
料
の
字
母
」

に
お
け
る
23
資
料
（
24
資
料
中
、
別
表
1
で
は
⑩
を
除
外
）
は
下
記
一
覧
の
も
の

で
あ
り
、
使
用
字
母
と
用
例
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

同
じ
く
「
別
表
2
「
秋
萩
帖
」
と
草
仮
名
資
料
の
字
母
」
の
資
料
は
「
秋
萩

帖
」「
綾
地
切
」「
自
家
集
切
」「
高
野
切
」「
深
窓
秘
抄
」「
蓬
萊
切
」「
粘
葉
本
和

漢
朗
詠
集
」「
巻
子
本
古
今
集
」
で
の
各
仮
名
字
母
の
用
例
数
表
で
あ
る
。

○
「
別
表
1
」
の
23
資
料

①
多
賀
城
跡
出
土
仮
名
漆
紙
文
書
、
九
世
紀
中
頃
、
書
状
か

②
平
安
京
右
京
三
条
一
坊
六
町
跡
出
土
墨
書
土
器
、
木
簡
、
檜
扇　

九
世
紀
後
半

（
八
五
〇
〜
八
七
〇
年
代
前
後
）、
墨
書
土
器
（
墨
14
、
15
）、
檜
扇
（
難
波
津
歌
）、

木
簡
（
木
簡
6
）

③
讃
岐
国
司
解
端
書
藤
原
有
年
申
文
、
八
六
七
年
、
上
申
書

④
東
寺
檜
扇
墨
書
、
八
七
七
年
、
落
書
か

⑤
周
易
抄
、
八
九
七
年
、
訓

⑥
富
山
県
赤
田
Ⅰ
遺
跡
出
土
草
仮
名
墨
書
土
器
、
九
世
紀
後
半
以
降
、
墨
書
土
器

（
習
書
）

⑦
富
山
県
東
木
津
遺
跡
出
土
難
波
津
歌
木
簡
、
九
世
紀
後
半
か
、
木
簡
（
難
波
津

歌
）

⑧
左
京
四
条
一
坊
二
町
跡
出
土
難
波
津
歌
木
簡
、
九
世
紀
後
半
か
、
木
簡
（
難
波
津

歌
）

⑨
円
珍
病
中
言
上
書
、
九
世
紀
末
、
書
状

⑩
三
重
県
斎
宮
跡
出
土
仮
名
墨
書
土
器
、
九
か
ら
十
世
紀
、
習
書
か
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⑪
伊
州
某
書
状
写
、
九
〇
四
年
（
一
八
〇
九
年
の
写
）、
書
状

⑫
奝
然
生
誕
書
付
、
九
三
八
年
、
書
付

⑬
新
潟
県
門
新
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
第
三
号
、
十
世
紀
第
二
四
半
期
、
書
状

⑭
茨
城
県
小
作
遺
跡
出
土
仮
名
墨
書
土
器
、
十
世
紀
前
半
、
墨
書
土
器

⑮
因
幡
国
司
解
案
紙
背
仮
名
消
息
、
十
世
紀
前
半
、
書
状

⑯
土
佐
日
記
（
藤
原
定
家
臨
模
部
分
）、
九
三
五
年
頃
、
日
記

⑰
平
安
宮
左
兵
衛
府
跡
出
土
和
歌
墨
書
土
器
、
十
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
、
墨
書
土
器

（
和
歌
）

⑱
醍
醐
寺
五
重
塔
天
井
板
落
書
、
九
五
一
年
、
天
井
板
（
和
歌
）

⑲
山
梨
県
ケ
カ
チ
遺
跡
出
土
和
歌
刻
書
土
器
、
十
世
紀
半
ば
、
刻
書
土
器
（
和
歌
）

⑳
虚
空
蔵
菩
薩
念
誦
次
第
紙
背
仮
名
消
息
、
十
世
紀
半
ば
、
書
状

㉑
金
剛
界
入
曼
荼
羅
受
三
昧
耶
戒
行
儀
表
紙
紙
背
消
息
、
十
世
紀
半
ば
、
書
状

㉒
小
野
道
風
書
状
、
九
六
〇
か
ら
九
六
六
年
頃
（
一
八
一
九
年
模
刻
）、
書
状

㉓
鹿
児
島
県
気
色
の
杜
遺
跡
出
土
仮
名
墨
書
土
器
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
末
、
墨
書

土
器
（
和
歌
）

㉔
北
山
抄
紙
背
仮
名
消
息
、
九
九
六
年
よ
り
少
し
前
、
書
状

【
注
4
】　

こ
れ
ら
「
羅
」
を
含
め
て
5
字
母
の
出
現
箇
所
は
、
安
部
（2018.5

）
の
章

段
分
類
で
言
え
ば
、「
原
『
篁
物
語
』」（
構
想
の
第
一
段
階
と
推
定
さ
れ
た
諸
段
）

に
あ
た
る
「
漢
学
の
才
」（
漢
才
）
に
関
わ
る
段
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
段
（
最

末
尾
文
「
新
」、
兵
衛
佐
の
段
「
遅
、
累
、
羅
2
例
」、
第
2
部
で
妹
亡
霊
と
の
件
を

妻
が
問
い
質
す
段
「
半
」）
に
偏
る
。
こ
の
傾
向
を
解
釈
す
る
に
は
、
他
の
特
徴
的

字
母
を
さ
ら
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
注
5
】　

今
回
の
考
察
の
結
果
や
安
部
（2021

）
で
の
諸
段
構
成
の
特
徴
、
そ
の
他
の

拙
論
か
ら
、
現
段
階
で
の
総
合
的
な
解
釈
を
推
定
も
含
め
て
記
す
と
以
下
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
を
加
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、『
篁
物
語
』
に
関
す
る
連
作
の
小
考
も
既
に
10
本
程
と
長
く
な
っ

た
の
で
、
ひ
と
段
落
置
く
た
め
に
ひ
と
ま
ず
中
間
段
階
と
し
て
の
所
感
を
こ
こ
に
書

き
留
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

〇
甲
本
は
、
原
本
か
ら
は
さ
ほ
ど
多
く
の
書
写
過
程
を
経
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
（
1
、
2
回
か
）
と
思
わ
れ
る
こ
と
（『
篁
物
語
新
講
』
で
も
解
釈
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
原
本
の
仮
名
か
ら
の
誤
写
過
程
が
比
較
的
推
定
さ
れ
や
す
い
箇
所
が
数
か

所
あ
る
こ
と
等
）、
〇
本
稿
で
考
察
し
た
変
体
仮
名
が
、
兵
衛
佐
の
場
面
と
最
末
尾

文
に
集
中
す
る
点
は
、
あ
る
い
は
「
原
『
篁
物
語
』」
部
分
（
第
一
構
想
部
分
）
と

追
加
構
想
部
分
と
の
間
に
時
期
的
な
間
隔
が
わ
ず
か
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
変
体
仮
名

を
使
用
可
能
と
す
る
何
ら
か
の
変
化
（
意
識
な
い
し
日
時
的
）
が
筆
記
者
に
生
じ
た

可
能
性
が
疑
え
る
こ
と
、
〇
一
方
、
そ
の
よ
う
な
時
期
的
推
移
は
あ
り
得
る
も
の
の

「
稲
荷
詣
」
の
男
女
描
写
の
特
徴
は
『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』（
で
の
稲
荷
詣
描
写
）

の
時
代
以
前
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
〇
『
篁
物
語
』
は
長
編
作
品
（
例
え
ば
『
宇
津

保
物
語
』）
を
構
想
す
る
た
め
の
い
わ
ば
習
作
と
し
て
構
想
さ
れ
た
可
能
性
を
疑
わ

せ
る
よ
う
な
構
成
上
の
近
似
性
を
『
宇
津
保
物
語
』
と
に
（
さ
ら
に
『
源
氏
物
語
』

と
も
）
見
せ
て
い
る
こ
と
（
安
部
（2021

）
等
参
照
）、
〇
篁
に
対
す
る
呼
称
の
ユ

レ
や
表
現
の
余
剰
な
重
複
（
四
十
九
日
迄
の
法
要
ほ
か
）
な
ど
か
ら
は
推
敲
を
経
た

完
成
品
と
い
う
よ
り
は
、
統
一
的
整
理
を
待
た
ず
に
終
っ
た
途
中
段
階
的
な
作
品
と

い
う
可
能
性
が
疑
え
る
こ
と
。

【
注
6
】　

今
回
「
累
」
を
取
り
上
げ
た
が
（
甲
本
1
、
乙
本
2
、
書
陵
部
本
は
7
例
、

取
り
上
げ
た
個
所
は
甲
本
・
乙
本
共
通
箇
所
）、
他
の
3
字
母
と
や
や
傾
向
が
異
な

っ
た
。「
新
」「
遅
」「
半
」
と
使
用
度
数
の
点
で
共
通
す
る
字
母
に
、
書
陵
部
本
で

は
0
例
だ
が
甲
本
・
乙
本
で
ど
ち
ら
に
も
例
が
あ
る
「
類
」
が
あ
っ
た
。
だ
が
、

「
類
」（
甲
本
2
、
乙
本
1
例
）
の
出
現
箇
所
は
一
致
し
な
い
の
で
、
甲
乙
で
使
用
箇

所
が
一
致
す
る
字
母
の
方
が
、
底
本
と
も
一
致
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。

「
羅
」
も
調
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
次
回
の
課
題
と
す
る
。
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【
訂
正
＝
前
稿
・
安
部
（2020

）
の
誤
記
】

安
部
（2020

）
で
、
京
都
大
学
本
「
篁
物
語
」（
国
文
：||N

m
2b

）」
の
旧
所
蔵

番
号
に
間
違
い
が
あ
っ
た
の
で
訂
正
す
る
。

　
　

正　

旧
所
蔵
番
号
「5

2
9

0
3

0 4

4

」　　
　

↑　

誤　
「529029

」

【
付
記
1
】
本
稿
掲
載
の
京
都
大
学
文
学
部
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
小
野
篁
集
」
に

つ
い
て
は
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
「
京
都
大
学
文
学
研
究
科
長
・
宇
佐
美
文
理
」

氏
・
名
に
よ
り
、
令
和
2
年
9
月
16
日
付
け
文
書
「
No.
京
大
文
図
掲
8
号
」
の
「
特

別
利
用
許
可
書
」
に
よ
り
「
全
巻
」
掲
載
の
許
可
を
戴
く
こ
と
が
で
き
た
。
明
記
し

て
こ
こ
に
研
究
成
果
を
ご
報
告
し
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
許
可
資
料
名
：
小
野
篁
集
（
国
文
：||N

m
2a

）
全
巻

　
　

 （
津
本
信
博
（1977

）
に
よ
れ
ば
、
旧
所
蔵
番
号
は
「
旧
・
図
書
番
号529029

」

と
あ
る
。）

【
付
記
2
】
仮
名
資
料
と
仮
名
の
書
体
に
つ
い
て
は
、
書
家
で
も
あ
る
松
岡
千
賀
子
氏

（
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
ご
教
授
い
た
だ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【
付
記
3
】
本
稿
は
次
の
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
日
本
学
術
振
興

会
科
学
研
究
費2017

│2019

年
度
基
盤
研
究
C
（
基
金
）（
課
題
番
号
：17K

02785

、

代
表
：
安
部
清
哉
）

【
参
考
資
料
】

○
「
甲
本
」
末
尾
の
3
文

（「
〜
い
と
よ
く
な
り
出
で
け
れ
ば
、
こ
の
三
君
を
、
ま
た
二
つ
な
く
も
て
か
し
づ

き
奉
る
。」
の
後
に
）

（
第
1
文
）　

今
の
人
、
ま
さ
に
大
学
の
せ
う
を
、
む
こ
に
取
る
大
臣
も
あ
ら
む
や
。

（
第
2
文
）　

た
ゞ
、
心
か
た
ち
・
才
お
と
り
【
通
釈
＝
才
を
取
り
】
給
な
る
べ
し
。

（
第　

文
）　

又
、
あ
ら
じ
か
し
、
か
や
う
に
思
ひ
て
、
文
作
る
人
は
。

【
参
考
文
献
】

《
仮
名
字
母
関
係
参
照
文
献
》

○
池
田
亀
鑑
（1941

）『
古
典
の
批
判
的
処
置
に
関
す
る
研
究
』「
図
表
第
一　

古
代

平
仮
名
字
体
一
覧
表
」「
図
表
第
二　

土
佐
日
記
諸
本
平
仮
名
字
体
統
計
表
」

（1990

第
二
刷
使
用
）

○
矢
田
勉
（2012

）『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
（
第
二
章
第
三
編

本
文
と
「
平
仮
名
頻
用
字
体
変
遷
表
」
ほ
か
）

○
矢
田
勉
（2018

）「
平
仮
名
字
体
表
」『
日
本
語
学
大
辞
典
』
東
京
堂

○
長
谷
川
千
秋
（2018

）「
使
用
字
母
か
ら
み
た
『
秋
萩
帖
』
の
か
な
」『
秋
萩
帖
の

総
合
的
研
究
』
勉
誠
社
（「
別
表
1
「
秋
萩
帖
」
と
九
、
十
世
紀
の
仮
名
資
料
の

字
母
」、「
別
表
2　
「
秋
萩
帖
」
と
草
仮
名
資
料
の
字
母
」）

《
仮
名
字
典
類
》

・
加
瀬
藤
圃
（1970

）『
古
筆
か
な
字
典
』
三
省
堂
（
特
に
付
表
3
、
4
、
5
、
6
）

│
│
本
稿
略
称
『
古
筆
』

・
筒
井
茂
徳
（1981

）『
日
本
書
道
大
字
典　

か
な
名
跡
大
字
典
』
角
川
書
店
│
│

本
稿
略
称
『
名
跡
』

・
井
茂
圭
洞
（1991

）『
二
玄
社　

か
な
字
典
』
二
玄
社
│
│
本
稿
略
称
『
か
な
』

・
木
村
東
陽
（2006

）『
日
本
名
筆
字
典
』
天
来
書
院
│
│
本
稿
略
称
『
名
筆
』

《『
篁
物
語
』
関
係
参
考
文
献
》

﹇
執
筆
者
未
詳
﹈（1933

）「
校
本
篁
物
語
（
彰
考
館
甲
本
）」『
文
学
』
創
刊
号
（
1
─

1
）、「
附
録
」

安
部
清
哉
（1996.3

）「
語
彙
・
語
法
史
か
ら
見
る
資
料
│
│
『
篁
物
語
』
の
成
立
時

期
を
め
ぐ
り
て
│
│
」『
国
語
学
』
184

石
原
昭
平
・
根
本
敬
三
・
津
本
信
博
（1977

）『
篁
物
語
新
講
』、
昭
和
52
、
武
蔵
野
書

院
津
本
信
博
（1977

）「『
篁
物
語
』
の
本
文
」『
篁
物
語
新
講
』、
昭
和
52
、
武
蔵
野
書
院

津
本
信
博
（1977
）「『
篁
物
語
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」『
篁
物
語
新
講
』、
昭
和
52
、

3
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武
蔵
野
書
院

平
林
文
雄
・
財
団
法
人
水
府
明
徳
会
編
著
（2001

）『
増
補
改
訂
小
野
篁
集
・
篁
物
語

の
研
究　

影
印
・
資
料
・
翻
刻
・
校
本
・
対
訳
・
研
究
・
使
用
文
字
分
析
・
総
索

引
』、
平
成
13
、
和
泉
書
院

安
部
清
哉
（2009.3

）「『
篁
物
語
』
承
空
本
（「
小
野
篁
集
」）
に
関
す
る
研
究
課
題
」

『
人
文
』
7

安
部
清
哉
（2010.1
）「『
篁
物
語
』
の
井
野
葉
子
氏
「『
源
氏
物
語
』
浮
舟
巻
で
の
引

用
」
説
補
強
な
ら
び
に
祖
形
小
考
」『
古
典
語
研
究
の
焦
点
│
│
武
蔵
野
書
院
創
立

90
周
年
記
念
論
集
』、
平
成
22
、
武
蔵
野
書
院

安
部
清
哉
（2014

）「
篁
物
語
」
佐
藤
・
前
田
編
『
日
本
語
大
事
典
』、
平
成
26
、
朝
倉

書
店
（
項
目
執
筆
）

安
部
清
哉
（2017.3

）「
原
『
篁
物
語
』
の
作
者
・
成
立
年
と
源
順
お
よ
び
河
原
院
歌

壇
沈
淪
歌
人
群
の
長
歌
・
和
歌
│
│
九
六
一
年
か
ら
九
八
〇
年
頃
か
│
│
」『
学
習

院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
63

安
部
清
哉
（2018.3

）「『
伊
勢
物
語
』
三
十
九
・
四
十
・
四
十
一
段
と
源
順
│
│
『
篁

物
語
』
第
Ⅰ
部
・
第
Ⅱ
部
共
通
の
一
典
拠
章
段
と
し
て
│
│
」『
人
文
』
16

安
部
清
哉
（2018.5

）「
挿
入
段
落
・
附
載
説
話
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』

の
構
成
と
形
成
│
│
残
る
断
続
場
面
の
「
ふ
み
（
書
＝
漢
学
）」
と
い
う
主
題
│
│
」

『
学
習
院
大
学
教
職
課
程
年
報
』
4

安
部
清
哉
（2018.6

）「
係
り
助
詞
（
ナ
ム
・
ゾ
・
コ
ソ
）
の
四
文
体
別
変
遷
史
か
ら

見
た
『
篁
物
語
』
│
│
源
順
原
作
説
と
も
照
ら
し
つ
つ
│
│
」『
国
語
と
国
文
学
』

95
─6

安
部
清
哉
（2019.3

）「
呼
称
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』
の
段
落
構
成
│
│
『
せ
う
と

（
兄
）』『
男
』
の
相
補
分
布
│
│
」『
人
文
』
17

安
部
清
哉
（2019.3

）「
贈
答
歌
と
会
話
と
段
落
構
成
か
ら
見
た
『
篁
物
語
』
と
い
う

〝
つ
く
り
歌
物
語
〞
の
創
出
」『
文
学
部
研
究
年
報
』
65

安
部
清
哉
（2020

）「
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
本
「
篁
物
語
」（
影
印
）
と

そ
の
〝
末
尾
有
空
白
系
統
本
〝
の
古
態
性
」『
人
文
』
18

安
部
清
哉
（2021

）「
指
示
詞
カ
系
派
生
語
「
か
く
」
類
語
句
と
冒
頭
表
現
か
ら
見
た

平
安
前
期
物
語
『
篁
物
語
』」『（
学
習
院
大
学
）
文
学
部
研
究
年
報
』
67
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W
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 tw

o p
ersp
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e u
se of th

e ch
aracters in

 “ K
ou

-h
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（甲
本
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e of th

e m
an

u
scrip

ts of “ T
akam

u
ra M

on
ogatari

（『篁
物
語
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O

n
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m
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f its last sen
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ce. B
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e last sen

ten
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 b
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e m
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 p
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e b
o
tto

m
. 

N
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is last 

sen
ten

ce, o
n
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e K

an
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（し
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 for th
e syllab
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i” . 

244 syllab
les fo
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e “ sh

i”  ch
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u
n

d
 in
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tal, o

f w
h

ich
 243 are “之

”  

an
d

 “志
” , an

d
 o

n
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 th

is M
an

u
scrip
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ak

in
g 

th
ese ch

aracteristics in
to accou

n
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at th
e last sen

ten
ce is likely a 

sep
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d
ed

 sen
ten
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e text w

as first estab
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ed
.
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h
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 p
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estim
ate th

e d
ate w

h
en

 th
is m

an
u

scrip
t w

as cop
ied

. F
rom

 research
 of variou

s 

d
o

cu
m

en
ts, it is clear th

at th
e fo

u
r K

an
a ch

aracters saw
 th

eir first u
se after 

ab
o
u

t 1000 A
D

. T
h

erefo
re, it is p

resu
m

ed
 th

at th
e m

an
u

scrip
ts o

f “ K
o
u

-h
o
n

（甲
本

）”  w
ere cop

ied
 after th

is tim
e.

　

In
 su

m
m

ary, it is clear fro
m

 “ K
o

u
-h

o
n

（甲
本

）”  th
at

（1

）th
e last 

sen
ten

ce is a p
ostscrip

t from
 a later d

ate, an
d

（2

）th
e au

th
orsh

ip
 of th

e text 

is arou
n

d
 1000 A

D
 at th

e earliest.
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甲
本
の
字
母
「
新
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甲　

止
留
大
之
毛
安
良
武
也
太
ゝ

1　

と
る
大
し
も
あ
ら
む
や
た
ゝ

乙　

止
留
大
之
毛
安
良
无
也
太
ゝ

　
　

己
ゝ
路
加
多
知
左
以
於
止
利
給
奈
留

2　

こ
ゝ
ろ
か
た
ち
さ
い
お
と
り
給
な
る

　
　

己
ゝ
路
可
多
知
左
以
於
止
利
給
奈
留

　
　

部
之　
　

又
安
良
之
可
新●

3　

へ
し　
　

又
あ
ら
し
か
し

　
　

部
之　
　

又
安
良
之
可
新

　
　

加
也
宇
尓
於
毛
比
天
文
川
久
留
人
盤

4　

か
や
う
に
お
も
ひ
て
文
つ
く
る
人
は

　
　

加
也
宇
尓
於
毛
比
天
文
川
久
留
人
盤

図
2　
京
都
大
学
本

　
「
小
野
篁
集
」奧
書
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末
多
毛
安
比
奈
元

2　

ま
た
も
あ
ひ
な
ん

　
　

末
多
毛
安
比
三
无

　
　

満
太
己
礼
遠
礼
以
乃
和
良
八
毛
天

3　

ま
た
こ
れ
を
れ
い
の
わ
ら
は
も
て

　
　

満
多
己
礼
遠
連
以
乃
和
良
八
毛
天

　
　

幾
多
利
世
宇
止
見
遅●

尓
左
之
阿
比

4　

き
た
り
せ
う
と
み
ち
に
さ
し
あ
ひ

　
　

幾
多
利
世
宇
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遅
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左
之
阿
比
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世
女
和
以
天
毛
己
曽
八
武
可
之
人
半●

8　

せ
め
わ
い
て
も
こ
そ
は
む
か
し
人
は

　
　

世
女
和
以
天
毛
己
曽
八
武
可
之
人
半

　
　

己
ゝ
路
毛
加
多
知
毛
佐
毛
乃
之
給
个
礼

9　

こ
ゝ
ろ
も
か
た
ち
も
さ
も
の
し
給
け
れ

　
　

心
・
・
毛
加
多
知
毛
佐
毛
乃
之
給
个
礼

仮
名
字
母
資
料
④
「
甲
本
の
字
母
「
累
」」

　
　

之
可
八
奈
武
左
之
天
太
天
末
川

1　

し
か
は
な
む
さ
し
て
た
て
ま
つ

　
　

之
可
八
奈
武
左
之
帝
多
天
万
川

　
　

累●

加
乃
石
神
能
御
毛
止
仁
天
気
不

2　

る
か
の
石
神
の
御
も
と
に
て
け
ふ

　
　

累
加
乃
石
神
乃
御
毛
止
尓
天
気
不

○
Ⅰ
│
4　
「
篁
物
語
」
の
各
行
末
の
状
態
（
安
部
（2

0
2

0

）
よ
り
）

　

安
部
（2020

）
よ
り
、
甲
本
の
改
行
形
式
の
代
用
と
し
て
、
模
写
本
で
あ
る
京
都

大
学
本
「
篁
物
語
」
の
冒
頭
、
途
中
部
分
、
最
終
部
分
を
、
数
丁
提
示
し
て
お
く
。

各
行
末
は
、
和
歌
部
分
以
外
は
1
文
字
分
も
空
き
が
な
く
、
す
べ
て
仮
名
の
書
体
や

配
置
を
調
整
し
て
き
れ
い
に
そ
ろ
え
て
改
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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